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I 調査にいたる経緯

松江市街地西方にあたる宍道湖北岸部には低丘陵地帯が広がっており、この地形を利用して戦国時

代には毛利軍によって荒隈城が築かれていたことが知られている。

平成12年度において、有限会社不動産ラインズがこの地に住宅団地の開発を2箇所計画し、平成12

年 7月 3日付けで (仮称)とねり団地造成工事、同年 7月 5日付けで (仮称)レークタウン国屋にか

かる埋蔵文化財分布調査依頼書が提出された。これを受けて松江市教育委員会では同年 7月 19日 に

(仮称)レ ークタウン国屋、同年 7月 27日 に (仮称)とねり団地にかかる埋蔵文化財分布調査を実施し

た。その結果、(仮称)レ ークタウン国屋予定地では区域北半部の丘陵地で斜面を人為的に階段状に加

工した形跡が見られ、荒隈城関連の遺跡であると判断されたことから、土地の字名より「荒隈城跡 (小

十太郎地区)」 と命名された。また (仮称)とねり団地予定地でも、丘陵頂上部に人為的に加工された

と見られる平坦地および斜面部に階段状地形が見られたことから、城郭関連の遺跡であると判断され、

土地の字名から「舎人遺跡」と命名された。その後の取扱い協議の結果、両遺跡の保存は困難である

ことから全面発掘調査を実施することとなった。調査は財団法人松江市教育文化振興事業団に委託し

て実施した。調査期間は合人遺跡が平成12年■月13日 ～平成13年 4月 28日 までの5ヶ 月半間、荒隈城跡

(小十太郎地区)が平成13年 7月 10日 ～平成14年 2月 28日 までの6ヶ 月間である。
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第 2図 舎人遺跡・荒隈城跡位置図

- 1 -



Ⅱ 周辺の歴史的環境

合人遺跡①は松江市国屋町・黒田町に、荒隈城跡 (小十太郎地区)②は国屋町地内の尾根上に位置

する。この尾根は松江市の北側、北山山地から南に伸びたもので両遺跡の尾根は隣り合わせになり、

舎人遺跡の方が東側の尾根になる。

この国屋町・黒田町では周知されている遺跡は少ない。特に縄文・弥生時代の遺跡になると極端に

少ない。散布地として天倫寺前遺跡③があり、黒曜石や石器類が採集されているものの実態はあまり

分かっていない。

古墳時代になっても状況はあまり変わらず、法吉町や春日町に比べて古墳の数が少なく、比津町に

全長26mの前方後方墳の小丸山古墳④うがある。

横穴になると多少数が増えてくる。とねり坂横穴群⑤は舎人遺跡の南東側の同じ丘陵に位置する。

計 3穴確認され、うち3号穴は床面が有縁屍床、天丼部は天地根元造りであった。副葬品はほとんど

が須恵器で、頭骨も出土した。分

向遺跡⑥は合人遺跡の南側の谷部に位置する。掘立柱建物跡が10棟検出され、土師器や須恵器、中

近世土器が出土した。生活域として古墳時代前期から平安時代までの長期間の集落遺跡と思われる。9

荒隈城⑦は今までに宍道湖寄りで2度調査されている。昭和43年には島根県愛護協会が調査し、尾

根の頂上部で掘立柱建物跡を5棟検出し、かわらけや輸入陶磁器が出土した。か昭和57年には松江市孜

育委員会が調査し、曲輪跡や土塁などを検出し、かわらけや耳イ形土器などの上師質土器や輪花白磁

や輪花青磁の小皿などの輸入陶磁器、和鏡・古銭などが出土した。9

満願寺城③は松江市の西側、現在の満願寺、警察学校の周辺に位置する。地理的環境から水軍もし

くは水運の重要製点と考えられ、毛利・尼子の争奪戦が繰り広げられた。

木次城③は松江城のある亀田山か荒隈城の周辺にある幸魂山にあったとされる。天文 3年 (1534年 )

の塩冶興久の乱や尼子復興戦で舞台となった。

松江城⑩は亀田山に築かれた平山城で、慶長 5年 (1600年 )の関ヶ原の戦いの戦功により、堀尾吉

春が浜松から出雲・隠岐18万石の領主として入国した。当初は月山冨田城を本拠地としたが、地理的・

軍事的な観点から本拠地を松江に移し松江城を築いた。

註

1)山本清「出雲国における方形墳と前方後方墳について」F島根大学論集 1号』 島根大学 1951
2)近藤正「松江。とねり坂横穴群」『島根県埋蔵文化財調査報告書第I集』 島根県教育委員会 1969
3)『向遺跡発掘調査報告書』 松江市教育委員会 ,財団法人松江市教育文化振興事業団 1994

4)『季刊文化財第6号』 島根県文化財愛護協会 1968
5)『荒隈城跡』 松江市教育委員会 1982
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松

1.舎人遺跡

5.と ねり坂横穴群

9.末次城

13.殿山横穴群

17.法吉小学校裏横穴群

2.荒隈城 (小十太郎地区)

6.向遺跡

10.松江城

14.小池台横穴群

18.摩利支天横穴群

3.天倫寺前遺跡

7.荒隈城

11.石田遺跡

15.薦津殿山城

19.赤山横穴群

4.小丸山古墳

8.満願寺城

12.東前横穴群

16.春 日遺跡

20.茶町遺跡

第 3図 周辺の遺跡位置図
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第 4図 調査前地形測量図及び トレンチ設定図
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i舎 人 遺 跡
1.調査の概要

本遺跡は表面観察の段階で東西15m、 南北35mの広さをもつ頂上平坦面と、東西南北4方向のすべ

ての斜面に加工段を数段持っていることが確認されていた。南側の加工段は以前の住宅地建設の擁

壁のためにすでに削平されていて正確な段数はわからず、北側も宅地造成のため削平されているが、

2～ 3段以上あったと思われる。東側の地形は急斜面で、加工段は1段で斜面が終わるとその後、緩

了‐ｒトトトトト

0                                 50m

第 5図 調査成果図

※赤線部分は調査後
の地形測量図
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北側斜面セクシ

①黒色土層
⑤暗茶色土層
①橙色土層

L=310m

L=300m

ョン図土層名

②暗褐色土層
②晴茶褐色土層
②赤橙色土層

③黄色土層   ④淡褐色土層
①暗灰色土層  ③橙色土層

⑤暗褐色土層
⑩淡黄色土層

L=290m

L=31

L=300m

L=310m L==31 0m

L=300m

L=260m

L=290m

L=300m

L=280m

東側斜面セクション図土層名

①黒色土層    ②暗褐色土層
①黄色土層    ⑤淡赤色土層
⑦淡赤褐色土層  ①橙色土覆
⑩淡茶橙色土層  ①淡費茶色土層
○赤茶色土層   ①暗茶黄色土層
⑩淡赤茶色土層  ⑦淡褐色土層
〇暗灰掲色土層  ⑩淡茶橙色土層
②淡黄色土層   〇暗黄色土層
⑮乳黄色土層   〇灰黄掲色土層
〇乳赤色土層   ⑩掲色土層‖
◎灰黄褐色土層  ⑫黒茶色土層
⑭淡黄橙色土層  ①橙褐色土層
@暗橙褐色土層  ①皓掲色土層H
③橙色土層H    ⑩暗橙色土層
⑫暗灰黄色土層  ○暗灰茶色土層

③黄色土層
⑥淡黄橙色土層
③褐色土層
②暗赤茶色土層
①淡茶色土層
③赤橙色土層
④皓灰黄色土層
②赤掲色土層
②暗茶掲色土層
⑩暗茶褐色土層
〇淡橙色土層
⑮黄橙色土層
⑩(炭を含む)
①乳黄色土層

L=270m

0                  5m

L=250m

L=240m

L=31
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第 6図 土層断面図



L==31 0m

L=300m

南側斜面セクション図土層名

①黒色土層    ②暗掲色土層
⑥暗黄橙色土層  ⑦黄橙色土層
③暗茶色掲色土層 (旧表土層)
①責乳白色土層  ⑫明費橙色土層

③黄色土層    ①淡掲色土層   ⑤暗黄色土層
①橙掲色土層 (盛土層)       ①′  ″ 土層 (盛土層)
0  ″ 土層 (旧表土層)      ⑩淡責橙色土層
○赤茶色土層   ①淡黄掲色土層  〇淡黄赤色土層

L=280m

L=270m

L=250m

L=270m

L=260m

西側斜面セク

①黒色土層
⑥褐色土層
①暗掲色土層

ション図土層名

②暗褐色土層
②暗赤褐色土層
⑫淡掲色土層

L=250m

⑤黄色土層

③晴黄橙色土層

黄橙色土層

①淡橙褐色土層

③暗茶褐色土層
淡橙色土層

⑤淡黄橙色土層
⑩赤橙色土層

L=230m

L==240m

L=230m

L==31 0m
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斜面が続く。西側は加工段が 5～ 6段確認された。

頂上部平坦面は十字形に トレンチを設定し、斜面は加工段と思われる場所に トレンチを設定し (計

28本)、 遺構の拡がりに応じて拡張して調査した。(第 4図)

2.頂上部平坦面 (第 7図 )

(1)SX-01(第 8図 図版 3-3)

頂上中央部のやや北よりから加工段状遺構 (SX-01)力 d検出された。東西方向に走り、平面形

は南に向かって逆コの字状で、長さ7.9m、 高低差は最高で約30cmを測 り、中央部分には長さ4.lm、

幅20～ 30cm、 深さ10cmを 測る浅い溝状遺構になっている。用途は頂上部の平坦面を区切る遺構では

ないかと考えられる。この遺構から遺物が出土しなかったため時期は不明である。

また加工段の上から石が2個検出された。いずれも15～ 25cm、 厚 さが10cm程度で、また同じ並

ミ
⌒＼＼、

びにピットが 1つ確認された。それ以外の

石やピットが確認できなかったためこの場

所に建物があったかは不明であり、石も礎

石に使用されたかは不明である。遺物など

時期を限定できるものは出土しなかった。

このピット・石とSX-01が 関連した遺

構かは不明である。

¬

し ___一

頂上部平坦面の南側は直径10～ 15cm程

度の丸石が表土から第 2層にわたって大量

に散乱していた。その範囲は南北約10.6m、

東西10.2mに 及んだ。しかしその他の遺構

や遺物が確認できなかったため、詳細につ

いては不明である。これらの石はもともと

この丘陵や付近にあったものではなく、ま

たこの周辺でも見られないことから他の場

所から持ち込んだものと考えられる。

この頂上部には近所の方の話によると戦

前に祠のような建物があったと話を聞いて

いることから、これらの石は祠に関係があ

るかもしれない。

この頂上部平坦面の南端付近は盛土によ

る整地が行われた可能性がある。第 6図の

土層断面図 (南側斜面セクション図)によ

0               刊Om

第 7図 頂上部平坦面遺構配置図

卜‐‐ヽ
１
２９

〔検出

丸石検出範囲
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③

静

L=310m
B′

L==31.Om

B   A′

�
o              2m

第 8図 頂上部平坦面 SX-01実測図

ると、⑨ o③
′
の旧表土と思われる層と③ o③

′
の盛土層と思われる層が確認された。しかしいず

れの層からも遺物が出上しなかったため時期については不明だが、平坦面を拡張する為に行われた

ものと思われる。

西側の平坦面の端、肩日付近から焼土や炭化物が検出された。平面形は不整楕円形を呈し、規模

は東西 2m、 南北1.2m、 深さはl cm程度であった。しかし明確に掘り込んで火を炊いたものではな

く、また繰り返し火を炊いたものとも考えにくく、遺物なども出土しなかったことから用途や性格

など詳細については不明である。

3.東側斜面

東側は他の3方向の斜面に比べ傾斜がきつく、途中の平坦面も幅が狭く、斜面が終わってからはな

だらかな緩斜面が舌状に続く地形である。 トレンチ調査の段階で斜面の土層断面から旧表土を削平し、

盛上をしたような痕跡が確認された。(第 6図の土層断面図―東側斜面セクション図)

そこでここ以外に斜面の数ヶ所にトレンチを設定してその拡がりを確認しようとしたが、他の トレ

ンチからは旧表土らしき土層は確認できるものの、明確に旧表土を削平し、盛土をした痕跡はなく、

平面的には確認できなかった。

調査の結果、緩斜面からは溝状遺構が2条 (SD-01・ 02)確認された (第 9図、図版 1)。

(1)SD-01(図版 1-2)

SD-01は斜面と緩斜面との境を全体にわたって南北方向に走るもので、平面形はほぼ直線形で、

長さは21m以上、幅は50～ 20cm、 深さは5～60cmを測る。覆土中からは陶器の壷が 1点出土した

(第■-5図、図版17-6)。

この溝は現在の地形に則して作られており、出土した壷は近世末から近代にかけてのものであり、

埋土は表上の黒色土が入り込んでいた。以上のことから溝が掘られた時期も埋没したのも近世末か

-9-
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彦

0                              1om

第 9図 東側調査区 遺構配置図

ら近代 。現代にかけてと思われる。

(2)SD-02(図 版 1-1)

SD-02は斜面に直行し、南北に走る。平面形は直線形を呈し、長さは4.7m、 幅は60～ 30cm、 深

さは5～ 10cmを 測る。非常に浅く、自然のくぼみに上部層が入り込んだ可能性が高い。

これらの溝に関しては、畑などの農作業にかかわるものの可能性もある。SD-01の ように細く、

深くそして全面にわたって作られるのは、竹などの根が入り込まないように掘る場合もあり、SD―

02は畑の区画などに使われたとも考えられる。

4魚 南側斜面

南側斜面は以前の住宅地建設の擁壁のためすでに削平されており、加工段は 1段 しか確認できな

かった。伐採した木々の運搬のために重機が通ったために加工段もかなり改変されてしまった。

調査の結果、加工段の平坦面から土羨 (SK-01)が確認された。

(1)SK-01(第 10図、図版 2-2)

SK-01は平面形が長方形、断面形は逆台形を呈し、規模は上端が180× 52cm、 下端が■4×42cm、

―- 10 -



深さは検出時に上部が重機によって削平されていたために正確にはわからないが、現状では最深40

cmを測る。覆土中から大きさ20× 10× 10cmの 角石が出上したが、それ以外は出土しなかった。

形状から埋葬施設と考えられるが、副葬品などは出土せず、また時期などについても断定はでき

ない。また検出時にすでに上面が削平されていたため、どこから掘り込まれていたか正確には把握

できず、頂上部との関連を含めて詳細については今のところ不明である。

5口 北側斜面

北側も南側と同様に以前の住宅地建設に伴う擁壁のためすでに削平されており、加工段の数は正確

には把握できなかった。

調査の結果、遺物は出土せず、加工段が比較的表上に近いところで掘削されているため、後世にな

ってからの削平・加工と思われる。

6.西側斜面

西側は調査前の表面観察の段階で加工段とも思われる段差が5～ 6段確認されていた。 トレンチ調

査の段階で斜面の上部からは旧表上のような土層が見られるものの、西側斜面のように盛上の痕跡は

明確には見られず、その他の遺構も検出できなかった。

斜面の下部に行くにしたがって旧表土すら検出できなかった。また最下部の方ではトレンチ調査で

は加工段や満のような痕跡が見られたが、加工段は表土直下から切り込まれていることや付近からは

近代の陶磁器しか出土しないことなどから後世の削平によるものと考えられる。また溝状遺構のよう

な痕跡は平面的には広がらずに、自然のくぼみに上が入ったものと判断した。

O      lh      l乙
Ｆ
＝

円
∞
・伽
ヨ

01

L=29.Om
A

第10図 南側調査区 SK-01実測図

一〆
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7.遺物

遺物の大半は現代に近い陶磁器片や瓦片であった。特に瓦片は頂上部平坦面に、陶磁器片は遺跡の

いたるところに散乱していた。おそらくは瓦はこの付近にあったと思われる祠に使用されたものと思

われ、散乱している陶磁器は投棄されたものと考えられる。

土師質土器 (かわらけ)の破片が10数点出上している。個体数だと2～ 3点である。出土地点は西

側の頂上部の端の肩日付近や斜面の上部の第2層淡褐色土層から出土している。おそらくは頂上部平

坦面で使用したものが流れ落ちたものと思われる。これらのかわらけの形態的特徴は底部に回転糸切

り痕を持つものであった。これら以外の遺物は東側の緩斜面から回転糸切痕を持つ平安時代頃の須恵

器の邪が4点出上した。いずれも図化には至らなかった。

図化できたものは以下のとおりである。

A.瓶類 (第11-1・ 2図、図版17-1～ 3)

御神酒徳利は磁器製で計3点、頂上部平坦面から出土した。「御神前」と朱色でかかれたものが2

点、笹が描かれたものが1点であった。形状は全て同じで、肩部が膨らみ胴部がくびれる御神酒徳

利である。おそらく肥前系磁器と考えられる。頂上部平坦面に祠があったとされることからおそら

くはそこで使用されたものと思われる。

B.碗 (第■-3図、図版17-4)

頂上部平坦面から出土した陶器製の平形碗で、貼付高台で高台脇まで釉薬が施されている。高台

0               1lcm

第11図 出土遺物実測図
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は削り出し高台である。

CH壺 (第11-4図、図版17-5)

頂上部平坦面から出土した青磁の胴丸形の壼である。形状は底部はないがおそらく丸底であろう。

頸部がややくびれて胴部が膨らむものである。

D日 瓶 (第■-5図、図版11-6)

東側調査区のSD-01の覆土層から出土した陶器製の肩張形の瓶である。頸部から胴部しかない

が、ものの全面施釉されている。

8日 まとめ

本遺跡は歴史的な位置関係から毛利元就が自鹿城攻めの際に陣を置いた荒隅城と程近く、その荒隅

城の一部と考えられた。また尼子復興戦の際には現在の松江城のある亀田山にあったとされる末次城

付近に山中鹿之助が陣を置いている。その亀田山とはほぼ真西に当たり、防衛ラインを築くために使

用されたと推測された。

しかし調査の結果は明確にそれらを示す遺構が確認できず、戦中戦後にわたって畑によって改変を

受けていることが判明した。頂上部平坦面にあったと思われる祠など、ごく最近まで使用していたら

しく、また周りの伐採した木の切株の年輪からほとんどが50年前後のものであった。おそらくは50年

ぐらい前までは人の手が加わっていたと推測される。

本遺跡は頂上部平坦面や斜面の加工段、特に斜面上部は当初城郭の加工段としてあったものを畑に

再利用したと思われるが、西側斜面下部に関しては畑の造成によるものと考えられる。

出土遺物は古くは底部回転糸切痕を持つ須恵器が見られることから平安時代前後には何らかの人の

手が加わった可能性が考えられる。南側には古墳時代前期から平安時代まで生活域があった向遺跡が

あり、関連が考えられる。

それ以外は近世末から近代にかけての陶磁器が大半で、陶器の大部分は在地系、特に布志名系が多

く見られる。遺構に関係するものはなく、ほとんどが投棄されたものと思われる。
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ii荒隈城跡 (1ヽ十太郎地区)

1日 調査の概要

川
エ
ー

第12図 調査前地形測量図及び トレンチ設定図

π

⊃

多
多 :笏粍 坪 革 rf/々r甲Ⅲ=>=‐伊ケ

タI・と  ́ Iナ  50m

第13図 調査前地形測量図及び加工段位置図
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本地区は分布調査で頂上部に広い平坦面と東側の延びる尾根筋の斜面に数段の加工段を持ち、北側

に広い平坦面を持つ遺跡が確認された。本地区の南約500mの丘陵伝いに荒隈城の詰曲輪があり、本地

区は荒隈城の一部ではないかと考えられた。

荒隈城の詰曲輪とされる場所については1968年 (昭和43年)に島根県教育委員会が (報告書未刊)、

1980～81年 (昭和55年～56年)に松江市孜育委員会が発掘調査を行い、(報告書は1982年に刊行)掘

立柱建物跡や曲輪跡などが検出され、土師質土器 (かわらけ)や輸入陶磁器などが出土した。

本調査では伐採した木々や廃土置き場の確保のため、東側調査区 (墓地推定地)、 北側調査区 (屋敷

跡推定地)、 頂上部調査区 (城跡推定地)の 3ヶ 所に分けて行った。各調査区に任意で トレンチを設定

し、遺構の有無の確認調査を行い、遺構がある場合には拡がりに応じて周辺の全面調査を行った。(第

12図 )

全調査区で表面から近世末以降の陶磁器類の破片が採取され、特に東側・北側調査区では数多く出

上したことなどから、荒隈城が存在した16世紀以降にも大きな地形的改変を受けた可能性が高いと思

われた。

2.東側調査区

本調査区は東西約17m、 南北

約35mの 調査範囲で、尾根筋の

比較的なだらかな丘陵地形と東

側にある平坦面で構成 される。

調査区東側の平坦面は尾根を削

平 して造られたと思われ、幅約

4.5mで東側から南側に回り込む

ように造られている。北側にも平

坦面があるものの約 2m前後と

幅が狭い。

調査区外にも所々平坦面が認

められ、東側の一段下がったとこ

ろの平坦面や、調査区南側へ続く

平坦面には墓石があり、享保年間

12   銘や天保年間銘が刻まれている墓

11   石が安置もしくは投棄 されてい

る。また調査前の段階で円形や

方形状のマウンドが数ヶ所確認
10m

第14図 東側調査区調査前地形測量図

されていることから、本調査区は

江戸時代後期以降の墓地と想定さ

れた。
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調査は丘陵上から南北両方向に丘陵下まで、東側は丘陵端までトレンチを設定した。調査の結果、

平坦部分からは墓羨と思われる土羨が2基、それ以外の土疾が2基、溝状遺構が1条、加工段が 1段

を確認した。また北側では石垣が崩落したところも確認した。

① 遺物
ここでは各 トレンチから出土した遺物を列挙した。

A.皿類 (第16-1図)
T-1か ら出土した陶器製の小形平皿。内面の全体と外面の日縁部周辺に施釉されている。底部

9                   10m

第15図 東側調査区調査成果図
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には回転糸切痕が見られる。灯明皿 (油皿)と して使用されていたと思われる。

B.鉢類 (第16-2・ 3図、図版18-1・ 2)

T-1か ら出土した陶器製の小形薬味用橋鉢。 2・ 3が同一個体である可能性もある。全体に橋

目があるのではなく、 7本 1セ ットで刻まれている。

C.瓶類 (第16-4図、図版18-3)

T-1か ら出土した陶器製の小形徳利。胴部の部分が押圧によって3ヶ所くばめられ、底部には

回転糸切痕が見られ、胴部下まで施釉されている。「ペコカン徳利」のミニチュア製品と思われ、供

膳用もしくは玩具用として使用されたと考えられる。

D.皿類 (2)(第17図 -5図、図版18-4)

T-1か ら出土した土師質の平皿で、七輪などの厨房具の付属品「目皿」として使われたもので

ある。底部には回転糸切痕が見られ、目穴が4つないし5つ あったものと思われる。

EE蓋 (第 17図 -6・ 7図、図版18-5。 6)

T-1か ら出上した陶器製の蓋で、6は鍋用蓋で施釉されておらず、つまみ部分に装飾が施され

口唇部には指頭圧痕が残る。7は土瓶用蓋でつまみ部分は円形で、外面だけ施釉されている。

F.急須 (第17-8

図、図版18-8)

T-1か ら出上した

陶器製の隠元形急須。

外面は全面施釉されて

いる。

G.土瓶 (第17-9

図)

T-1か ら出土 した

陶器製の茶釜形土瓶。

胴部中央よりやや下ま

で施釉されており、胴

部下には被熱痕が見ら

れた。

H.皿類 (3)(第 17

図-10図・第18-

H～ 13図 、図版

19-3～ 6)

T-1か ら出土 した

中形の平皿。10は磁器

製の染付、見込には浜

o                            10cm

第16図 T-1 出土遺物実測図(1)
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第17図 T-1 出土遺物実測図(2)

第18図 T-1 出土遺物実測図(3)
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景が描かれている。11・ 12は土師質で胴部下にはケズリ痕が残る。13は陶器製で見込み部分にハリ

が残る。

|.壺類 (第 18-14図 、図版19-7)

T-1か ら出上した陶器製の胴丸形壼。日唇部は玉縁形になっている。

J.瓶類 (2)(第 19-1図 )

T-2か ら出土した陶器製のミニチュア徳利で、第16-4図 と同様である。

K.皿類 (4)(第 19-2～ 6)

2・ 3は陶器製の皿で、用途は第16-1図 と同じ灯明皿だが、口縁内側に環状の受皿が巡らされ

ている。受皿には滴り落ちた油を皿部中央に回収する為の開口部を設けている。 4は陶器製の隅切

方形皿である。全面施釉されており、底部は凹形。 5・ 6は土師質の皿で底部に回転糸切痕を持つ。

用途は第16-1図 と同じく灯明皿と思われる。

0                           10cm
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く
｀
ヽ
ヽ
ヽ
、
、
、
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ケ
ケ

''ノ

T-2・ 3 出土遺物実測図第19図
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①黒褐色土層 (表土層)  L=15.Om
②暗橙色土層        下
③淡橙色土層 (粘質)
④暗茶褐色土層

0

第20図 1号墓 実測図

(1)1号墓 (第20図、図版 5)

1号墓は調査区東側平坦面の中央よりやや北に位置する。直径約2.5m、 高さ約20cmの円形状のマウ

ンドが認められた。そのマウンド上やその周辺から15× 25cm前後の加工痕のある石や自然石が20数点

確認されており、墓に使用されたと思われる。

①SK-02(第21図、図版 5-2)

調査の結果、マウンドは厚さ約20cm程度淡橙色土が盛られていたが、旧表土と思われる層は確認で

きなかった。マウンドのほぼ中央から上端径52～ 60cm、 下端径32～36cm、 深さ25cmの 円形状の土羨を

検出した。上羨は小さく、内部からは人骨や副葬品が出土しなかったが、形状やその他の状況から墓

羨と考えられる。

―-20-―
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0                           10cm

第22図 1号墓 出土遺物実測図
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0                    1m

第21図 1号墓 SK-01実 測図

②遺物

1号墓周辺から出土した遺物は墓とあまり関係

がないと思われる。

A.蓋 (第22-1図、図版20-2)

陶器製の蓋で、行平に使用されていたものと

思われる。

B.香炉 (第22-2図、図版20-1)

陶器製の有足香炉で、胴部が膨らみ、頸部が

くびれる。全面施釉されている。

(2)2号墓

2号墓は直径約2.5m、 高さ約15cmの円形状の

マウンドと考えられた。 1号墓とは異なり加工

痕のある石は見られず、自然石がまばらにしか
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2号墓 出土遺物実測図
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見られなかった。

①SK-02(第23図、図版 7-1)

調査の結果、盛土らしき層は確認できなかった。墓域の中央やや南側から上端が長軸133cm、 短軸

53cm、 下端が長軸91cm、 短軸26cm、 深さ15cmの細長い楕円形状の土羨が検出された。土羨内からは遺

物が出土せず、形状や規模から “墓羨"の可能性は低い。

② 遺物

2号墓周辺から出上した遺物は破片が多く、代表的なものだけを図化した。

A.皿類 (第24-1・ 2、 図版20-3)

1は陶器製の平形皿で、内面全体と外面回縁部が施釉され、底部には回転糸切痕があり、灯明皿

と思われる。2は磁器製の稜皿。底部は凹形で、見込に「壽」型打ちされている。

B.壷類 (第24-3、 図版20-4)

陶器製の胴丸形壷で、全面施釉されている。底部は凹形で、頸部がややくびれている。

Ψ l

∞ 3

10cm

第25図 3号墓 出土遺物実測図(1

t∞
＼
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(3)3号墓

3号墓は東西約5m、 南北約 4m、 高さ約25omの方形状の土壇であった。また表土から古銭 (寛永通

費)が 3枚出土した。

調査の結果、遺構はなく、土壇は盛土によるものとわかったが、旧表土らしい層は見当たらず、

盛土層内ともに遺物が出土しなかったため、時期や目的などについては不明である。以上のことか

ら3号墓は墓ではないと思われる。また北東隅から貝殻や炭とともに陶磁器類の破片が出土する土羨

を検出したが、ゴミ捨て用の廃棄土羨でゴミと共に廃棄されて焼却されたものと思われる。

① 遺物
A.不明遺物 (第25-1図、図版21-1)

陶器製のミニチュアの盃もしくは徳利。手づくね製で底部はくぼみ、上部に釉薬がかかる。

第26図 3号墓 出土遺物実測図(2)

―-24-



Bコ おろし皿 (第25-2図、図版21-2)

陶器製のおろし皿。

C.蓋類 (第25-3～ 5図、図版21-3～ 5)

3・ 4は陶器製の壼蓋。底部には回転糸切痕があり、つまみ部分は3が亀形、 4が丸形を呈する。

5は磁器製の碗用染付蓋。見込には環状松竹梅が描かれている。

D.皿類 (第25-6～ 8、 図版 6～ 7)

6は磁器製の輪花皿。底部は蛇の目凹形を呈する。 7は磁器製の皿。 8は磁器製の隅切方形皿

易X生ィノ】与><

脚
導 誇 _

一一
一
一
〓

0                 10cm

第27図 3号墓 出土遺物実測図(3)
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で、内側は紗綾形、見込に四弁花が陽刻されている。

E.碗類 (第26-9～ 19図、図版22-1～10)

9～12は陶器製で、 9・ 10が端反形、11・ 12が半球形を呈する「ボテボテ碗」

である。13～19は磁器製で口縁部がわずかに反り、底部が広い形状である。

F.徳利 (第27-20図、図版23-1)

陶器製の爛徳利、外面には梅花が描かれている。

G.段重 (第27-21図、図版23-1)

磁器製の染付段重。外面には微塵唐草が描かれている。

とW乎ばれる茶碗

0                10cm

第28図 3号墓 出土遺物実測図(4)
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H.鉢 (第27-22図、図版23-3)

磁器製の色絵の折縁面取鉢。胴部は少し膨らみ、頸部はくびれている。

t.土瓶 (第27-23～25図、図版23-4～ 6)

すべて陶器製。23は】同丸形で手づくね製、全面に指頭圧痕が残る。24・ 25は幌櫨製で、釉薬が胴

部中央やや下まで施されている。

J.楯鉢 (第27二 26図、図版23-7)

陶器製の指鉢。底部中央に穴が穿たれており、恐らく植木鉢に転用したものと思われる。

これ以後は第 2層から出土したものである。

A.蓋 (第28-27図、図版24-1)

陶器製の上瓶用蓋。外面には鉄絵で梅花が描かれている。

B.碗類 (第28-28～31・ 33～35、 図版24-3～ 10)

28・ 29は陶器製の半球形碗。第26-11・ 12と 同様に「ボテボテ碗」と思われる。30・ 31は磁器

の丸形染付碗で、日縁部が反らずに底部が広めの形状。331ま磁器の端反形染付碗。35・ 36イま磁器の

平形染付碗でやや大きめ、日縁部が反らない形状。

0           10cm

出土遺物実測図 (5)

一巨
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0       1m

第30図 4号墓 実測図

C.皿類 (第28-32・ 86図 。第29-37図、図版25-1～ 3)

32は磁器製の輪花染付皿。見込に浜景が描かれている。36は白磁製の隅切方形皿。内側に紗綾形

文、見込に鯛が陽刻されている。37は磁器製の鰐縁輪花皿。見込にハリが残っている。

D.行平 (第20-38図 、図版25-4)

陶器製の行平鍋。胴部下には被熱痕が残っている。

E.火鉢類 (第29-39～ 41図、図版25-5～ 6)

39・ 41は陶器製の火鉢。39は口縁部のみ。41は下部の台の内部にも釉薬が施され、日縁部は内

側に玉縁状になっている。401ま土師質の七輪。胴部上はタタキ痕が、胴部中央より下はケズリ痕が

残っている。

(4)4号墓 (第30図、図版61)

4号墓は東西約2.8m、 南北約 3m、 高さ約15cmの円形状のマウンドと考えられていた。南側に加工

した石や自然石が東西約 lmにわたって配列され、マウンド上やその周辺にも石が散乱しており、こ

―- 28 -―
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第31図 4号墓 SK-03実測図

れらの石は墓に使用していたものと思われる。

調査の結果、マウンドの中心から北東に約 lmの ところから隅丸方形状の上羨が検出された。

① SK-03(第 31図、図版 6-2)

平面形は隅丸方形、断面形は逆台形状を呈する。上端53～80cm、 下端46～ 70cm、 深さ35cmを 測る。

/TC土第 3層 (暗黒褐色土層)か らは布志名系の皿や緑釉のかかった陶器などの陶磁器類、古銭 (寛永

通費)が 1枚出土したため、近世末期の遺構と考えられる。

また出土した古銭は埋葬儀礼である “六道銭"に使用されたものと思われるが、覆土の中からはこ

れ以外は出土せず、マウンド上から数枚出上している。また土羨内からは人骨が出土せず、棺に使用

されたと思われる釘や金具等の鉄製品が出土しなかった。

② 遺 物
マウンド上やその周辺、覆土層の中から出土している。

A.石製品 (第32-1図、図版25-5)

流紋岩製の砥石。細かい擦痕が残る。

口
、

①黒褐色土層
②橙色土層
③暗黒褐色上層 (遺物包含層)
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B.皿類 (第32-2・ 3)

土師質の平形皿。灯明皿に使用されたと思われる。

C.鉢 (第32-4図、図版25-6)

磁器製の筍千形鉢染付。内面に雷文・茄子・蝶が描かれている。

以下はSK-03の覆± 3層 (黒褐色土層層)か ら出上したもの

である。

A.皿類 (第34-5。 6図、図版20-7・ 8)

5は陶器製の高台のない平形皿。6は陶器製の高台がつく平形

皿。見込には印花が刻まれている。

B.碗 or鉢 (第34-7図)

::1転

o             5cm

男32図

4号墓 出土遺物実測図(1)

陶器製。口縁部はわずかに反り、波状になっている。高台は貼り付け。

(5)SX-01(第35図、図版 7-3)

尾根の丘陵を北側に下がったところの約 2m四方の平坦面から検出した。大きさは40～50cm前後の

R__¬

第33図 4号墓 出土遺物実測図(2)

ア
３

一

″

―-30-



方形の石が10数点検出された (SX-02)。 いくつかの石に響のような工具による加工痕が見られ、

西に約 lm、 高さにして約 lm上にも同様の加工痕を持つ石が2個並んでおり、第35図の土層断面図

の④・⑤にある石である。下の石は⑮の位置から出上した。

おそらくは上に残っている石の周辺に置かれていた石が土砂崩れ等によって崩落したものと思われ

る。埋土は黒褐色上であり、近世末期の陶磁器類の破片が出上していることなどから、近世末期に

崩落したものではないかと推測される。

(6)SX-02・ SD-01(第 36図、図版 8)

尾根の中心線よりやや北側から長さ10m以上、高低差20cm、 幅80cmの平坦面を持つ加工段 (SX―

01)が検出され、まださらに調査区西側に続くと考えられる。SX-01の東端から検出された溝 (S

D-01)は規模が長さ3.9m、 幅は上端が56cm、 下端が27cm、 深さ10cmを 測る。

双方とも遺物が出土しなかったため、時期や性格など詳細は不明で、双方の関連も不明である。

(7)SK-04(第 37図、図版 7-2)

尾根のほぼ中心線上からは上端が長軸130cm、 短軸49cm、 下端が長軸■8cm、 短軸39cm、 深さ25cmの

細長い楕円形状の上羨が検出

された。遺物が出土 しなかっ

たため、時期や性格など詳細

は不明である。

(8)遺物

墓域の周辺や丘陵斜面から

出上した遺物である。大部分

が第 1層からの出土である。

A.石器 (第39-1図 、

図版26-1)

黒曜石製のスクレイパー。

表土から出土したため時期

は不明。

B,ミ ニチュア製品 (第

39-2～ 7図 、図版

26-2～ 5)

2 ・ 3は陶器製、 41よ磁

器製の瓶で、 5は陶器製の

小壷、全体に釉薬が掛けら

れている。6は陶器製の小

杯で、内面全体と外面胴部

中央まで施釉されている。

0             5cm

第34図 4号墓 SK-03内出土遺物

―-31 -一



A

⑩

⑭
十~オフ
式均
跳 ゝ ⑦

L=16.Om

A

A′

A′

0                        2m

第35図 SX-01実測図及び土層断面図

7は陶器製の羽釜。いずれも供膳用もしくは玩具用と思われる。

C.JTh類 (第39-8～■図、図版26-6～ 9)

いずれも磁器製。8は端反形で、見込に絵付けが施されている。10は丸形染付小杯で、外面の染

付は関西系の絵師によるものと思われる。11は染付小杯で外面に草花が描かれている。

D口 瓶類 (第39-12・ 13図、図版26-10・ ■)

いずれも磁器製の辣韮形染付瓶。12は外面に享花、13は星梅鉢が描かれている。
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L=17.5m
A

/召o

Ｖ

呵

―
   <

A′

①黒掲色土層
②暗橙色土層
③赤橙色土層

第36図  SX-02・ SD-01実 ,則図

E.皿類 (1)(第40-12～28、

図版27)

14～18は土師質、19～21は陶

器製の平形皿。底部に回転糸切

痕があり (14・ 21は不明)、 灯

明皿と思われる。22・ 23は陶器

の平形皿。22は高台がなく、口

唇部が内側に曲げられている。

23は高台があり、腰の付近で折

れ曲がっている。24は陶器の変

形皿。内側に菊花が型押されて

いる。25・ 26は磁器製の平形

皿。見込は蛇の目状に釉剥ぎ痕

が残る。271ま磁器製の輪花染付

皿。見込に浜形が描かれている。

28は磁器製の隅切方形皿で、内

側には半菊花、見込に鯛が型押

され、綱の周 りは呉須が塗られ

ている。

口
、

一Ａ

一Ａ

口
、

第37図 SK-04実測図

―- 33 -一



F.蓋類

(第41-29～37図、図版28-1～ 8)

29～ 33は陶器製の壺蓋。29～32は底部に回転糸切痕

があり、つまみ部分は円形もしくは擬宝珠形。33は底部

には回転糸切痕はなく、つまみ部分は耳状になっている。

34～36は陶器製の行平蓋。37は磁器製の碗用染付蓋。外

0                           10cm

界39図 墓域周辺 出土遺物実測図(2)

-1
第38図 墓域周辺

0            5cm

出土遺物実測図 (1)

―-34-―



面に松竹梅、見込部分には環状松竹梅が描かれている。

G.碗 類 (第42-38～ 52図・第43-53～62図・第44-63～ 67図)

(図版29-1～12・ 図版30-1～ 10。 図版31-1～ 8)

38は陶器製の筒丸形碗、湯飲み碗と思われる。39～42・ 44～47は陶器製の端反形碗。43は平形

碗。41～43は高台が低く、41・ 42の高台内は蛇の目凹形を呈する。48・ 49は陶器製の半球形碗。

50は磁器製の平形染付碗で、「くらわんか碗」と呼ばれるものである。51～60・ 621よ磁器製の端反

形染付碗で底部が広めで、染付は呉須によるもの。61は磁器製の半球形染付碗。63は磁器製の丸形

染付碗。64～671よ磁器製の端反碗で底部が広めで、染付はコバル トによるもの。

部 フ
14

第40図 墓域周辺 出土遺物実測図(3)

(齢
｀
15

♀           10〒m

∞ 7 鯵 憎
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H.皿類 (2)(第45-69。 70図、図版33-7・ 8)

いずれも磁器製の染付輪花皿。69の見込には環状松竹梅が、70の見込に水草・魚が描かれている。

|.壺類 (第46-71・ 72図、図版32-1)

71は陶器製の大海形壺。72は陶器製の胴丸形壷。

J.鉢 (第46-73図、図版32-4)

陶器製の悟鉢

K.瓶類 (2)(第46-74・ 75図、図版32-2・ 3)

いずれも陶器製の撫肩爛徳利。

L.土瓶 (第46-76～ 80図、図版32-5～ 9)

いずれも陶器製。76～78・ 30は算盤形、79は丸形を呈する。791こ は模様が描かれ、80には縄目

が施されている。76～79は布志名系、80は石見系。

M.段重 (第47-81図、図版33-2)

磁器製の染付段重。外面に六角形の模様が描かれている。

NE鉢 (第47-82図、図版33-1)

陶器製の腰張形鉢。外面に鉄絵で笹が描かれている。

34

35

30

0                 10cm

第41図 墓域周辺 出土遺物実測図(4)
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0                司Ocm

第42図 墓域周辺 出土遺物実測図(5)
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第43図 墓域周辺 出土遺物実測図(6)
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0                 10cm

第44図 墓域周辺出土遺物実測図(7)

"
第45図 墓域周辺 出土遺物実測図(8)
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O.皿類 (3)(第 47-83～85図、図版33-3～ 5)

82・ 83は陶器製で、82は口唇部が玉縁形、内面全体と外面の胴部まで施釉されている。83は口縁

部が折れ曲がり、内面が施釉され、胴部下にはケズリ痕が残る。84は土師質で口縁部が折れ曲がり、

内面が施釉され、胴部下にはケズリ痕が残る。

P.甕類 (第47-86図、図版33-6)

0                 10cm

第46図 墓域周辺 出土遺物実測図(9)
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陶器製の寸胴形寮j口耀部は平らで頚部がくびれている。

Q“ 培 路 (第47-87図)

土師質の外耳丸底焙熔。

第47図 墓域周辺 出土遺物実測図(10)

0            10Cm

一 .41-



3.北側調査区

本調査区は約60m四方の範囲を伐採した木々や廃土の置き場所の確保のため、3つ (北側 1。 2・

3区)に分けた。各調査区にトレンチを任意で 6本設定し、遺構を検出した場合、その周辺を全面調

査することにした。

1 耳ヒal1 1区

1区は約10m四方の下段の平坦面と東西7.5m、 南北 3mの上段の平坦面があり、高さ約 lmの急斜

面によって分けられている。また北東隅には素掘りの直径約120cm、 深さ約 2mの井戸があり (井戸

1)、 陶磁器類の破片や加工痕を持つ石が表面からも見られた。

調査の結果、上段平坦面では陶磁器類の破片や加工段 (SX-03)が検出された。

(1)遺物

ここでは1区上から出土した遺物を図化したものである。

A.皿類 (第50-1・ 2図、図版34-1。 2)

いずれも陶器製。1は底部に回転糸切痕を持つ受皿付灯明皿。2は削り出し高台の中皿。内外面

ともに塗土されている。

B.厨房具類 (第51-3～ 6図、図版34-3～ 5)

いずれも土師質の七輪。3～ 5は胴部にケズリ痕が残り、4はけずった後に叩いている。6は

3・ 4に比べて開口部が大きい。

調査 3区

第48図 北側調査区 調査前地形測量図及び トレンチ設定図

2区
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第49図 北側調査区

0                   10m

調査成果図

5cm

第50図 北側 1区上 出土遺物 (1)

SK-07

0 a qЪ許05

係
「皆守降語 |IS竜

(1・ 2区)
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0            10cm

第51図 北側 1区上 出土遺物 (2)

ここからは第 2層から出土したものである。

A.鉢類 (第52-7図)

陶器製の植木鉢。中央部に穴を穿っており、第27-26図のような播鉢を転用した植木鉢ではなく、

植木鉢として作られたものである。

B.皿類 (第52-8。 9図 )

8は陶器製の平形皿。底部には回転糸切痕を持ち、内面全体と外面口縁部に施釉されている。

9は土師質の中形皿。胴部下にはケズリ痕が残っている。

(2)SX-03

南北方向に約 2m、 幅1.lm、 高低差38cmを測る。用途については不明だが、埋土から出上した遺

物から近世末から近代に埋没 したものと

思われる。

① 遺物

加工段の埋土 (黒褐色土層)か ら出土

した遺物である。

A.杯 (第53-1図、図版34-6)

磁器製の丸形染付小杯。呉須で模様が

描かれている。

B.皿類 (第53-2～ 5図、図版34-

7～ 10)

2・ 3は土師質の平形皿。底部には回

附
m

第52図 北側 1区上 出土遺物 (3)

―-44-―
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0                              10

(1・ 2区) 調査成果図

5cm

第50図 北側 1区上 出土遺物 (1)

SKァ09。 cl l魅oD∞o中   |「sy

□   ~
SK-13            sx― o7

S層14   □

第49図 北側調査区
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転糸切痕を持ち、日唇部には油煙痕が残る。灯明皿として使用していたと思われる。4・ 5は第

17-5図と同じく「目皿」で、いずれも土師質で、4は皿形で底部に回転糸切痕を持ち、5は円盤

形を呈する。

下段では土羨や石列、溝状遺構などが検出された。遺構外から出上した遺物は大部分が第 1層から

の出土したものであり、多種多様である。

① 遺物

A.人形 (第55-1図、図版35-1)

陶器製の人形。布袋神と思われる。

B.瓶類 (第55-2。 3図、図版35-2・ 3)

いずれもミニチェアの陶器製。2は胴部上に押圧によるくぼみがあり、「ペコカン徳利」と思われ

る。3は辣韮形瓶。底部に回転糸切痕を持つ。供膳用もしくは玩具用と思われる。

□

出土遺物

4

界53図  SX-06 (加工段 )

筆
パ
Ｍ
ヵ
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SD-03

第54図 北側 1区下 遺構配置図

C.杯類 (第55-4～ 7図、図版35-4～ 6)

いずれも陶器製。4・ 5は白磁小杯、6・ 7は呉須による染付小杯。

D.皿類 (第55-8～■図 。第56-12～ 16図、図版36-1～ 4)

8は土師質、9。 10は陶器製で内面と外面口縁部に施釉されている。いずれも底部に回転糸切痕

を持つ灯明皿。11は陶器製の底部に回転糸切痕を持つ受皿付灯明皿。12は陶器製の六角形皿。131ま

磁器製の平形染付皿。見込に蛇の目状の釉剥ぎ痕が残る。14は磁器瀬の菱形染付皿。見込には宝

珠・巻物が描かれている。15は丸形染付皿。見込には龍が描かれている。16は磁器製の丸形染付皿。

底部は蛇の目凹形を呈する。

E.蓋類 (第56-17～19図、図版36-5～ 7)

17は陶器製の蓋。行平もしくは小さな鍋に使われていたものと思われる。18・ 19は磁器製の染付

碗用の蓋。口縁部がわずかに反り返る形状。

G.碗類 (第56-20～22図、図版36-8～ 10)

20は磁器製の端反形染付碗。21・ 22は磁器製の丸形染付碗。

H.皿類 (2)(第 57-23～ 25図、図版37-1～ 3)

23は磁器製の輪花皿.見込に浜景が描かれている。底部は蛇の目凹形を呈し、その中央には銘が

押されている。24は磁器製の輪花染付皿。見込みにコンニャク印判があり、高台裏には「大明成化

年製」とかかれている。25は磁器製の丸形染付皿。

l.石製品 (第58-26図 )

凝灰岩製の硯。中央に使用痕と思われる擦痕が見られる。

SD-02

―- 46-―



(2)SX-04(第 59図、図版 9-3)

SX-04は調査区西側から検出された遺構である。検出状況は2m四方の範囲に最大で40× 30cm

前後の加工痕のある石や自然石が集まっている状態で、埋土は黒色土であった。黒色土からは炭や

焼土に混じって陶磁器類の破片が多く出上した。調査の結果、SX-04内 からは土羨が3基 (S

4

0                            10Cm

第55図 北側 1区下 出土遺物 (1)

10

%」
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0                10cm

第56図 北側 1区下 出土遺物 (2)
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0                10cm

第57図 北側 1区下 出土遺物 (3)

26

Ⅷ �＼、         /

一- 49 -―

第58図 北側 1区下 出土遺物(4)



砂
汐

A

L=22.Om
A A′

①黒色土層
②暗茶褐色土層

0

K-09～ 11)検出された。

SK-09は上端径75～ 92cm、 下端径45～75cm、 深さ16～36cmを 測 り、形状は不整楕円形を呈す

る。内部に土壊 (SK-10)が あり、規模は上端径22～35cm、 下端径12～ 15cm、 深さ13cmを浪Iり 、

形状は不整円形を呈する。

SK-11は SK-09の北側約80cmの ところから検出されたもので、上端径42～ 50cm、 下端径 7

cm、 深さ32cmを測 り、形状は不整円形を呈する。

埋土からは炭や貝殻と一緒に陶磁器類や瓦片が多く出上したことなどから、これらの土羨はゴミ

第59図 SX-04(上器溜)実測図
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と一緒に陶磁器類や瓦を廃棄し焼却するための上羨と考えられる。出上した陶磁器類は近世末期か

ら近代にかけてのものが多く、おそらくその時期に廃棄・焼却したと思われる。

① 遺物

SX-04か ら出土した遺物である。

A.皿類 (第60-1～12図・第61-13～20図、図版38-1～ 10)

1は土師質で、手づくね製の皿で、見込には剣のような模様が陰刻されている。2・ 3は陶器製

の平形皿で、灯明皿と思われる。4～ 8は陶器製の平形皿で、日唇部が3ヵ 所内側に押し込まれる

形状である。8以外は見込に宝珠 。梅花 。桜花のいずれかが陰刻されている。9。 10は陶器製の隅

切方形皿で、9は高台がないため器高が低く、10は見込に鉄絵で菊花が描かれている。13～18は陶

器製の腰折形皿で、腰の部分で折れて、口縁部が反り返る形状である。19は磁器製の変形染付皿で、

20は磁器製の稜皿、見込には「壽」と型打ちされている。

7

0                10cm

第60図 SX-04(土器溜)出土遺物実測図(1)
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B.蓋類 (第62-21～28図、第63-29・ 31・ 32図、図版39-1～ 9)

21・ 22は陶器製の土瓶用蓋である。23・ 24は陶器製の壷蓋で、23は底部に回転糸切痕はなく、つ

まみ部分は亀が装飾されている。24は底部に回転糸切痕を持ち、つまみ部分は何らかの装飾がされ

ている。25～28は磁器製の碗用染付蓋で、25～ 271ま呉須による染付、28は コバル トによる染付で

ある。29は土師質の蓋で、火消し壺用の蓋と思われる。31・ 32は磁器製の段重用染付蓋で、31は

30と セットになっており、32に はつまみが付いている。

C.段重 (第63-30図、図版39-10)

磁器製の染付段重で、外側に青海波紋と花弁が描かれている。

D.皿類 (2)(第64-33・ 34図 、図版41-4・ 5)

0                10cm

9

第61図 SX-04(土器溜)出土遺物実測図(2)
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33は陶器製の折縁丸形中皿で、胴部で折れ曲がり、頸部がくびれる形状。34は磁器製の端反形染

付中皿で、見込には海浜・内山が描かれている。

E.瓶 (第64-35図、図版41-6)

陶器製の肩張徳利で、高台脇に印判が押されている。

F.壺 (第64-36図 )

陶器製の胴丸形壺で、全面施釉されている。43・ 501こ 比べて大形である。

22

《《鷺ぞ惣§暮惑骸雛 24

第62図 SX-04(土器溜)出土遺物実測図(3)

23
25

⑤ 穐
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0       5cm  32

"
第63図 SX-04(土器溜)出土遺物実測図(4)

G.碗類 (第65-37～46図、図版40-1～ 10)

37は陶器製で、日縁部がわずかに反り返る筒丸形の碗である。38は磁器製の端反形染付小杯で、

器壁は薄い。39は磁器製の筒丸形染付碗で、外面の折鶴が描かれている。湯飲み碗と思われる。

0            10cm

第64図 SX-04(土器溜)出土遺物実測図(5)
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0                 10cm

第65図 SX-04(土器溜)出土遺物実測図(6)
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A′

lm

L==21.75m

A

0                    1m

第66図 SK-06 実測図

40～42は磁器製の端反形染付碗で、40は呉須による染付、41はコバル トによる染付である。42は

胴部で一度くびれる形状で、染付が焼成不良のためはがれている。431よ端反形の絵付碗で、やや小

形。44は陶器製の腰折形碗で、釉薬が胴部下の高台脇付近で山形状に掛け分けられている。45は陶

器製の半球形碗で、焼成時に釉薬が気泡状になり、斑点になっている。46は陶器製の折縁端反碗で、

日縁部が並上になっている。

H.壼 (第64-47・ 50図、図版41-1)

いずれも陶器製で、47は筒丸形、50は肩張形を呈し、全面施釉されている。

1.土瓶 (第64-48・ 49図、図版41-2)

いずれも陶器製の茶釜形土瓶で、48は鉄絵で模様が描かれている。

(3)SK-05・ 06・ 07(第66・ 67図、図版 9-1・ 2)

SK-05は調査区の東側にあり、規模は上端径51～ 55cm、 下端径42～48cm、 深さ40cmを測る円形

土羨である。SK-06は SK-05のやや北西にlmと ころに位置し、規模は上端径50～ 66cm、 下端

径35cm、 深さ50cmを測る不整円形の上羨である。SK-07は SK-06の ほぼ真西3mの ところに位

置し、規模は上端径70～ 78cm、 下端径40～53cm、 深さ35cmを測る円形土羨である。覆土内から15cm

前後の石が4点出上した。
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9                     1m

第67図 SK-07 実測図

いずれの上羨も時期を判別する遺物は出土しなかったため、詳細については不明である。

(4)SD-02

SK-05の真南から平面形がL字状の溝状遺構が検出された。規模は長さが南北方向に 3m、 東

西方向1.5m、 幅が上端40～ 46cm、 下端10～ 30cm、 深 さ7 cmを測る。遺物は出上しなかったため、時

期や用途など詳細については不明である。

(5)SX-05・ 06

SD-02を挟んで東西両側に石列 (西側 :SX-05。 東側 :SX-06)が 検出された。SX―o5

のSD-02の西側、東西方向に伸びるもので、長さは4mを測る。使用されている石は加工痕のあ

るものや自然石とばらつきがあるが、意図的に並べられており石が約20cm前後埋め込まれているも

のもあった。

SX-06は SD-02の東側、南北方向に伸びるもので長さは約 2mを測る。SX-05の ように埋

め込まれたものではないが、意図的に並べて置かれたものではないかと思われる。
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2 北側 2区

2区は 1区の西隣に位置する。 1区と同様約10m四方の下段平坦面を持ち、その南側は緩やかな緩斜

面となっている。西側には素掘りの直径90cm、 深さ5m以上の井戸が確認されていた。

調査の結果、済状遺構や石枠、土羨が検出された。

(1)SD-03

平坦面と緩斜面との境に東西方向に走る溝状遺構が確認された。規模は長さが約12.7mを測り、 1

区の西端で検出された清上遺構の延長と思われる。幅は上端が60～ 120cm、 下端が20～ 60cm、 深さ

が10cmを 測る。平面形は西側で平坦面を囲むようにやや弧状を呈する。遺構内からは遺物は出土し

なかったため時期については不明である。

(2)SX-07(図 版■-3)

2区の東側から一部が埋もれていた状態で調査前から確認されていた。表土掘削後、石枠であるこ

とがわかった。規模は62× 62× 35cmで厚 さ6 cmを測 り、石材を参Jり 貫いて作られている。内部の埋

土から遺物は出上しなかったため時期は不明である。用途は水を溜める役割などが考えられる。

(3)SK-11(第 69図、図版■-1)

2区の中央のやや西側から検出された土羨である。不整円形を呈した土羨と隅丸方形を呈した上羨

が組み合わさったような形状である。不整円形側は上端径65～ 78cm、 下端径30cm、 深さは32cmを測

り、隅丸方形側は上端が55× 60cm、 下端が42× 48cm、 深さが20cmを測る。断面形は2段掘りの形状

を呈し、不整円形側がやや深くなっている。覆± 1層から陶磁器類の破片が出土するが図化には至

◎

③

◎

□
s秋
_o7

0        2m

第68図 北側 2区下 遺構配置図
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A

L=220m
A

①黒褐色土層 (遺物包含層)
②淡橙色土層 (砂質)
③暗灰褐色土層 (地山ブロックを含む

0

A′

ゼ

カ

第69図 SK-12 実測図

らず、円形土羨は淡褐色の砂質土が覆土として入っていた。

(4)SK-12(図 版70)

SK-11の南東に1.5mの ところから検出された土羨で、規模は上端が75× 90cm、 下端が40×

75cm、 深さ10cm前後を測り、底面は多少凹凸があるもののおおむね平らで、平面形は方形を呈する。

覆± 2層目から近世末頃の悟鉢の破片 (第70図)が出上した。近世末の埋没した遺構と考えられる。

(5)SK-13(第 72図、図版■-2)

SK-11の南東に1.5mの ところから検出された土羨で規模は上端が51× 66cm、 下端が38× 49cm、

深さ32cmを測り、平面形は方形を呈する。覆土は暗褐色± 1層で、その覆土から遺物は出土しな

かったため、時期や用途など詳細については不明である。

① 遺物

2区は1区と異なり、上段の平坦面から多く出土している。

A.石器 (第74-1図、図版42-1)
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①淡褐色土層 (粘質)
②黒褐色土層 (遺物包含層)

0                    1m

第70図 SK-13 実測図
凝灰岩製のスクレイパー。

B.皿類 (第74-2～ 5・ 9・ 10図、図版42-2～ 4・ 8・ 9)

2は土師質の平形皿で底部に回転糸切痕が残る。灯明皿と思われる。3は陶器製の平形皿で、日

唇部を内側に折り曲げる形状である。4・ 5は陶器製の人角形皿である。9は磁器製の平形染付皿

で、見込に蛇の目状の釉剥ぎ痕が残る。10は隅切方形皿で、見込には花弁、内側には斜格子文が描

かれている。

C.鉢類 (第74-6。 7図、

6は陶器製の鉢で、外面

図版42-5。 7)

の胴部下 にケズ リ痕が残

る。 7は陶器製の片口鉢。

D.蓋類 (第74-8図、

図版42-6)

磁器製の段重染付蓋。つ

まみがついてあり、外面に

吉祥字が書かれている。 第71図 SK-13 出土遺物実測図

〕       5cm

"

1
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第72図

以下は重機による表土掘削中にかたまって

出土した陶磁器類の代表的なものである。

A.ミ ニチュア製品 (第75-1・ 2図、

図版43-1・ 2)

いずれも陶器製。1は羽釜の蓋で、全面

施釉され、2は内面と外面口縁部付近に施

釉されている。供膳用もしくは玩具用と思

われる。

B.碗類 (第75-3図 、図版43-3)

陶器製の湯飲み碗。口縁部が玉縁状に

なっている。

A′

A′

ω

Ｅ

ｏ
．劇
Ｎ
＝

ヨ

①暗褐色土層

0                    1m

SK―-14 実測図

山口
‐‐ＮＡ日日山‐‐日山口日日日日日山田日日田日日日日日山口日田日日日山口日田日ⅥＨＨ〕

―

 ア

第73図 北側 2区上

0             5cm

出土遺物実測図(1)
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C.仏飯器 (第75-4図、図版43-3)

磁器製の染付仏飯器。外面には菊花が描かれている。

に 2

0                10cm

第74図 北側 2区上 出土遺物実測図(2)
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D.郵類 (第75-5～ 7、 図版43-4～ 6)

いずれも磁器製。5は平形白磁小杯、6は平形染付小杯、7は端反形染付小杯。

E.皿類 (第75-8～ 12図、図版43-8～12)

8。 9は陶器製の受皿付灯明皿で、底部に回転糸切痕を持つ。10～ 12は磁器製。10は端反形の稜

皿で、見込に獅子が描かれている。11。 12は高台がつく形状で、12の底部は蛇の目凹形を呈する。

F.蓋類 (第76-13～ 18、 図版44-1～ 5)

m＼

第75図 北側 2区上 土器溜出土遺物実測図(1)
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６

13～15は陶器製の上瓶用蓋。16は陶器製の壼蓋で、内側に 1つ通気孔のような孔があいている。

17は陶器製の行平蓋である。18は磁器製の碗用染付蓋である。

GH碗 類 (第76-19～ 21図、図版44-6～ 8)

19。 20は磁器製の端反形染付碗。21は端反形輪花染付碗。

H.壷 (第76-22・ 23図、図版44-9。 10)

0                10cm

第76図 北側 2区上 土器溜出土遺物実測図(2)
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22は陶器製、塗土されている。231よ磁器製。

l.石製品 (第77-24・ 25図、図版44-■ )

24は凝灰岩製の砥石。25は流紋岩質凝灰岩製の硯。

3 1ヒ側 3区

3区は南北方向にトレンチを3本設定して調査を行った。しかしながら遺構の検出にはいたらず、

遺物は表面採集や 1層 目から陶磁器類の破片や土器片が出土した。

① 遺物

A.石製品 (第78-1図、第45-8)

凝灰岩質頁岩製の硯。

B.皿 (第79-2図、図版45-2)

陶器製の受皿付灯明皿。底部に回転糸切痕を持つ。

C.蓋 (第79-3図 、図版45-1)

陶器製の土瓶用蓋。

0                           10Cm

第77図 北倒 2区上 土器溜出土遺物実測図(3)

24
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D.碗 (第79-4図、図版45-3)

陶器製の丸形碗

E口 壼 (第79-5図、図版45-4)

陶器製の胴丸壷。油壷、雪付け油用と思われる。

F.碗 類 (第79-6～ 8図、図版45-5～ 7)

いずれも磁器製。6は底部に厚みがあり、高い

高台持つ「広東碗」と呼ばれるものである。8は

端反形染付碗である。
5cm

第78図 北側 3区 出土遺物実測図(1)
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0                          1 0cr

北側 3区 出土遺物実測図(2)

石伊ゝ
＼、_ノ

第79図
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4 頂上部調査区

本調査区は東西70m、 南北20mの範囲に19本の トレンチを設定して遺構の確認調査を行った。地

形は緩斜面で東側に伸び、表面観察の段階でいくつかの加工段の痕跡が認められた。そこで調査区

を頂上部の東側と中央部とに分けて調査を行った。

調査の結果、頂上部東側から加工段が3つ (SX-08～10)と 清状遺構が 3つ (SD-04～ 06)、

土羨が 3基 (SK-14～ 17)確認された。頂上部中央に関しては西端がすでに畑などの耕作によっ

て撹乱を受けており、中心部も表土直下地山であり陶磁器類の破片は出土するものの遺構の確認に

はいたらなかった。

(1)SD-04・ 05・ 06(第82図 )

いずれも調査区の南側から検出された清上遺構で、上下の加工段 (SX-09。 10)の 間に位置す

る。これらの溝はSX-09に沿うように北西方向から南西方向に走る。

SD-04の規模は長さが3m、 上端幅が lm、 下端幅が30cm、 深さが 5 cmを測り、SD-05は規

模が長さ3.4m、 上端幅が60cm、 下端幅が20cm、 深さが 5 cmを測る。

双方とも平面形は直線形を呈している。 2つの遺構内からは遺物が出土しなかったため時期や新

旧関係などの詳細はわからない。また位置的なことや機能的なことに関しても検討を要するが、次

のSX-10につながる溝 (SD-06)と ともに関連があると思われる。

SD-06は SD-04・ 05の南側に位置する溝状遺構で、長さ3m、 上端幅が50cm、 下端幅が30

cm、 深さ5 cmを測 り、平面形は直線形を呈する。機能・用途についてはSD-04・ 05と ともに上下

の加工段 (SX-09。 10)をつなぐ役目があったのではないかと思われる。

第80図 頂上部調査区 調査前地形測量図及び トレンチ設定図
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第81図 頂上部調査区 東側遺構配置図
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実測図界82図  SD-04・ 05・ 06
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L==250m

(2)SX-08(第 83図)

SX-08は頂上部東側の西端から検出された加工段で 7m以上 (西側は廃土置き場にしていたた

めそれ以上の確認は出来なかった)、 高低差は40cmを測り、北向きに幅 2mの平坦面が4m程確認で

きたが、西側に行くに従って平坦面の狭くなりおそらくはSX-09と西側でつながるものと思われ

る。覆土からは遺物は出土しなかったため時期などの詳細については不明である。

(3)SX-09(第 83図)

SX-09は SX-08よ リー段下がったところから検出された加工段で、尾根の等高線に沿うよう

に確認された。平面形は東向きに孤を描くような形状で、規模は長さが24m以上あり、高低差は

40cmを 測り、北側 。東側では最大で幅約3.5mの平坦面が確認できたが、南側に回り込むにつれて平

坦面の幅が狭くなり最小で lm未満のところもあった。

(4)SX-10(第 84図、図版16)

SX-09の さらに一段下がったところから検出された加工段である。一部では2段になっている

A

ところもあるが、清を伴う加

工段である。溝は等高線に沿

った形で確認された。幅30cm、

深 さ8 cmを測る。一部上端で

肩部がなくなるところも見ら

れるが、南側で北東方向に向

きを変え、平坦面を囲むよう

な形状になっている。規模は

長さが32m以上あり、幅30cm、

深 さ8 cmを測 り、北側では幅

約 lm、 東側では幅約 5mの

平坦面が確認できた。

覆土中から近世末の陶磁器

類の破片や土製品が出土 して

いる。これらの加工段が造ら

れた時期はわからないが、埋

没 した時期は近世末期になっ

てからだと思われる。

(5)SD-08

SD-08は SX-10の平坦

面の中央から検出された溝で

ある。規模は長さが 4m、 上

端幅50cm、 下端幅20cm、 深 さ界83図  SX-08・ 09 雰こ1則図

SK―-15

SD-04
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が 5 cmを 測 り、平面形はまっすぐに伸びている形を呈 している。遺物が出土しなかったため詳細に

ついては不明である。

SX-09・ 10の 間の平坦面からは土羨が3基検出された。

(6)SK-14(第 85図、図版14-1)

SK-14は西側から検出された土羨である。平面形は不整円形で、規模は上端径が130cm、 下端

径が100～ 124cm、 深さが61cmを測る。覆土は3層からなり粘質で比較的固く締まった土が堆積して

いた。遺物が出土 しなかったため時期や用途など詳細については不明である。

(7)SK-15(第 86図、図版14-2)

SK-15は SK-14に東隣、SX-09の北側から下端に重なるように検出された土羨である。平

面形は隅丸方形で、規模は上端が69～ 79cm、 下端が40～55om、 深さが21cmを測る。覆土は3層から

SD-08

8

L=22.Om

移

C′

0                   6m

SD=06

第84図 SX-10 実測図
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○

こ 拭

①褐色土層
②淡橙色土層 (粕質)
③淡赤橙色土層 (粘質)
①淡赤褐色土層 (粘質)

0               1m

第85図 SK-15 実測図

なり、第 3層は炭や焼土を含んだ層であり約 6 cm堆積していた。内部からは遺物は出上しなかった

ため、時期については不明であるが、おそらくは “こ炭焼"の窯ではないかと思われる。

SK-14よ りも検出面が低いことやSX-08に重複していることからこれら3つの遺構の新旧関

係はSX-09→ SK-15→ SK-14と考えられる。

(8)SK-16(第 87図、図版14-3)

SK-16イよSX-10の南端、SD-06の南側から検出された土羨である。平面形は円形で、規模

は上端径130cm、 下端径75cm、 深さ35cmを測る。遺物が出上しなかったため、時期や用途などの詳

細については不明である。
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lh ｍヽ

L==22.5m

A

Q               lm

第86図 SK-16 実測図

① 遺物

遺物は主に頂上部の平坦面から出土したもので、遺構に伴うものは破片で図化には至らなかった。

A.蓋 (第88-1図)

陶器製の行平蓋。胴部上に刻み目が施されている。

BH重 (第88-2・ 3図、図版46-2・ 3)

2は陶器製の壷で日縁部には宝珠が、胴部には唐車が線刻されている。3は陶器製の壼で外面の

胴部は沈線が施され、胴部下にはケズリが施されている。

C.鉢 (第88-4図、図版46-1)

陶器製の鉢で、底部は丸底と思われ、口縁部は外面に折り曲げられている。

D.七輪 (第88-5図、図版46-4)

土師質の七輪。開口部の大きい形状で、第51-6図と同様のタイプである。
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口
、

①褐色土層
②黄色土層
③黒色土層 (炭や焼上を多く含む)

0           50cm
|

第87図 SK-17 実測図

0            5cm

第88図 頂上調査区出土遺物実測図(1)

0          10cm

第89図 頂上調査区出土遺物実測図(2)
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1 遺構について

合人遺跡は地理的に南側に荒隈城、東側に亀田山 (末次城 。松江城)、 北側に白髪山 (白鹿城)が望

める独立丘陵的な立地にあり、また荒隈城の城域は広範囲にわたると考えられているため、本遺跡も

その一部と考えられた。今回の調査では中世荒隈城に関する遺構は検出できなかった。代わりに近世

末頃に埋没したと思われる遺構が検出され、遺構が造成された時期をそれほど下ることはないだろう。

頂上部平坦面から旧表土と思われる痕跡があるものの、明確な確証は得られず、それより以下になる

と痕跡すら残っていなかった。頂上部平坦面には近所の方の話から祠があったらしく、位置について

は不明だが供膳用の御神酒徳利 (第■-1・ 2図)や、丸石の散乱がそのことを物語っている。中世

に頂上部付近を造成 し、後世になって畑として下の方まで再利用したと考えられる。

荒隈城跡 (小十太郎地区)の調査は500m南に荒隈城跡の詰曲輪があったとされ、文献では尾根づた

いに毛利配下の武将たちが陣屋を築いたとされるため、本調査では陣屋やそれに関連する遺構が検出

できると期待された。しかし本地区も荒隈城当時の遺構は検出できず、近世末頃の遺構が検出された。

東側調査区では一部が天倫寺の所有地と接し、近所の方の話で周辺に尼寺があったということや享

保年間銘 (1716～ 1735年)や天保年間銘 (1830～ 1843年)カラJま れた墓石、寺族のものと思われる円

筒形の墓石が廃棄されていることから墓地であったことは間違いない。出土遺物の観点からも供膳に

使われたミニチュア製品や小皿類が多く、古銭の出土も一番多かった。これらの古銭は “六道銭"に

使われたと思われる。“六道銭"は仏教の六道輪廻思想に基づく風習で、構や墓羨内に副葬されること

が多く、地域によっては枚数や埋葬方法が異なる場合が多い。 4号墓の場合、埋立から出土している

ことから埋める途中で入れたとも考えられる。1号墓と4号墓は上羨の規模が小さくて浅いが墓羨で

あった可能性が高い。しかし埋葬形態やどのような人が葬られていたかは不明であり、どのように墓

が配置されていたなど全体を把握するには至らなかった。

北側調査区は50～ 60年まで人が住んでいたらしく、調査前に丼戸が 3つ確認されていた。本調査区

は平坦面が作られ、そこに屋敷を作った痕跡が見られた。明確な間取 りや地下構造などはわからな

かったが、礎石と思われる石や斜面との際にある雨落溝などから住居があった可能性が高い。また調査

区外にも平坦面がいくつか見られることからこの尾根の北側には数棟の住居があったと考えられる。出

土遺物の面からも東側調査区に比べて七輪や・碗類・蓋類などの日常生活遺物が多く見られる。

頂上部調査区では東向き斜面から溝を伴う加工段が検出された。城郭研究者によると東側に対する

意識が強く、谷筋に道を監視・見張りのような役目を持った曲輪ではないだろうかということであっ

た。確かに谷筋には荒隈城から法吉町に抜ける道がかなり昔から使われていたらしいが、加工段の埋

上の出土遺物は近世末以降のものが大部分のため、時期的には隔たりがあり、今後検討を要する。

2 遺物について

○土師質上器

小皿 。中皿・厨房具が大部分である。小皿は灯明皿として使われていたものが多く、底部に回転糸
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切痕を持ち、回縁部に油煙痕を持つ。また目皿は灯明皿と形状的には似ているが、厚みがあり、底部

を回転糸切で切り離 した後に、「目穴」をあけている。厨房具は七輪・焙烙であり、七輪は2種類あ

る。 1つ は “凍炉"と呼ばれるもので、上部に “ボウブラ"と呼ばれる急須を保持するための突起が

設けられ、円筒形を基調とし、株に通気孔をもうけた形状で、二重構造のものが多く煎茶道用の炉であ

る。Dも うひとつは通気孔が大きく受国のようなものがついている形状である。

○陶器

皿類・碗類・蓋類・瓶類・鉢類などバ リエーションが多い。皿類のうち、灯明皿として使用された

ものは2種類あり、皿形と受皿付である。双方とも底部に回転糸切痕を持つ。それ以外の皿類は高台

の持つもの、持たないものに分けられる。碗類は端反形や半球形が中心で、特に半球形碗は「ボテボ

テ茶」と呼ばれる江戸時代中期から伝わる茶粥を食するための茶碗である。

産地としては布志名系の陶器が大部分で、楽山焼、石見焼が数点ある。布志名焼は寛延 3年 (1750

年)に現在の人束藩玉湯町に開窯されたもので、大きく分けて舟木窯系・土屋窯系・永原窯系の3つ

に分けられる。特に舟木系は日用雑器に多く焼いており、民芸に大きく影響された。

楽山焼は延宝 5年 (1677年 )に深川焼の陶工倉崎権兵衛が萩から召し抱えられ現在の松江市西川津

町市成に開窯したのが始まりである。当初は市成に開窯せず国屋町、小十太郎地区の周辺で窯を開い

たという説 (国屋窯)力dあ り、その痕跡が期待されたが残念ながら窯道具も出土しなかった。その後

一時廃絶したりしたが、現在にいたっている。

O磁器

皿・碗 。蓋類が中心である。皿類は小皿が多く、見込に蛇の目釉剥ぎ痕があるものあり、中皿には

コンニャク印判や高台裏には「大明成化年製」が描かれたものもあった。碗類は蓋とセットになるも

のが多かった。

大半は在地系の意東焼・塩谷焼であり、肥前系は極わずかであった。意東焼は天保 3年 (1832年 )

に現在の人束郡東出雲町下意東に松江藩窯として開窯された。天保 7年に久村焼を吸収し、本格的に

松江藩の直轄になった。天保13年には休窯し、弘化元年 (1844年)には廃窯となった。塩谷焼は嘉永

年間 (1848～ 54年)に能義邪広瀬町に開窯された。当初は呉須による染付であったが、明治以降にな

るとコバル トによる染付が施された。明治17年 (1885年 )に廃窯となった。

以上のように出上した遺物は19世紀後半のものが大部分であり、この本地区も19世紀の終わりから

20世紀にはじめにかけて廃絶されたと考えられる。

註

1)『図説 江戸考古学研究事典』 柏書房 2001年

(参考文献)

『角川 日本陶磁大辞典』 角川書店 2002年
『日本やきもの集成 8 山陰』 平凡社 1981年
『権兵衛の国屋窯記録集』 1957年
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磁  Fl 丸 形 碗 色

lVl  櫨

透り〕豹J

色絵

(朱 コバルト)

外―区割 :丸文

見込―不F/1

色 絵 不   明 切治以障

1   層
黒褐色上層

箱 渉 亡I色

馳  強
釉

須

釉

泥
　
　
明

白

呉

湧

外―IIIJ花 染 付 楽 山 狙

層 磁  希 重 色

靱  帷
透り]利〕 外―微座層車 楽 イ可 〕転  谷

1     )骨

RIB色上層
磁  器 斤縁面取鉢 色

帷

押

靴

型

色絵 (赤 )

外―不明

内口縁―給客」イヒダF

内一区制 :化斉
唐草 紗霧文

上絵日

口 針
不   明

1    月 陶  器 11 丸 形 茶 色 松 江 班

盤  形 赤 褐 色

鋭  帷
米待釉

膳 綿 器 算 盤 ,レ 86 褐 色 布志名系

層

同崩

１

暉

陶  器 缶 鉢 【 来待れI 布志名系

〕   層 陶  器 土 疵 用 炎赤掲 色

Hjl  機
鉄  釉 ―白梅 鉄 絵 布志名系 28-27

培 陶  お 半 球 形 黄 白 色

雑  幡
透明釉 外―宝味 布志名系

層 陶  器 半 球 形 貰 白 ヒ 透明釉 貫 入 布志名系

2    屑
1常楽郷

“

■席

磁  器 丸 形 前 笥  廼 透明釉 ―●文 染 側 意  束 見込―蛯の日釉刊ぎ

〕   層 磁  器 丸 形 前 白  色
HI  韓

透明踊h 外―捻制 〔不明 r42日 意   束

ユ    席 磁  希 爺イヒ丸形 白  色
軸  幡

透明釉 見込―浜無 針

銹

梁

ロ

意  束 高台襲一蛇の日匹,レ

ユ   膨
喧茶褐色上彫

磁  器 瑞 反 形
悦

白  色
雛  輯 兵 須

外―よるけ縞

割絵 :革文

染 付 塩   谷 Vlt縦 ぎあり
高台喪―朱銘「□七十力」

2   111
1営茶褐色土婚

磁  器 丸 形 航
(llt) (推 )

灰 白 色

鯉  憾
透明釉

呉 須
外―群鶴

内口縁一四方枠

塩  谷

2   層
暗禁欄也と懸

Fvl 丸 形 硫 白  色
40t  軸

透HIITl

兵 須
外―lt唐 車

内コ縁一四方搾

塩   谷

膳 磁 科切 方 形 白   色

'tl  ‖
1

透明釉 白 磁 塩   谷

層 磁  器 弓縁 輪 花 白   色 透明釉 石   兄 見込―ハ リ2ヶ 所

層

隔必

２

ド

陶  r● 行 平 桁   色 帷  櫨 来待れh

2   庸 陶 iL or 菱 き灰白色
帥   輯

鉄

灰

2   層
1嗜木褐ヒ■層

土 し 淡橙褐色

慨   軽
「側部上

'タ

タキ

下

ワIT構造

二定ll

層 l・
l 鉢 淡 茶褐色

睡  幅

鉄

灰

掛イナ分け 21団体E IINl

4号墓出土遺物
1/1 ` 器  形 装飾特徴

1     ,影

駅偶色上屈

石 低 石  ? 開
帥

士   也

腿］凸1   用
LI褐色■lP

土 平 形 1に 橙   色 帳(右 ) 在 地 孫
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文  様 装飾特徴 製作地 備

土  器 平 形 皿 愉  色 幅 (有 ) 在 地 系

1   層
黒褐色上層

眩 器 術 干 形
鉢 (IE)

白   色 襲   罐 外―松栗

内口44-召文見

塩   谷

主体部3層 2 器 平 形 皿
(推 )

橙  色 戦  櫨 勺―ハケ使用 布志名系

主体 部3彪

望鵜色土層

約  器 平 形 皿 緑 釉 見込―F「 花
内―ハケrWIH

布志名系 20-8

主体部3層 陶  器 施 or鉢 音灰褐色 機  描 緑 釉 布志名ス 見込―ハ リあり

墓域周辺出土遺物

黒褐色上層

石  器 スクレイパー 34 黒 曜 石

層 旬 器 瓶 橙   色 戦   雑 在 地 系 ミユチュア製品

層 何 器 瓶 町赤褐色 離  撻 (右 ) 来待釉 4志名系「ペコカン徳利」のミニチュア 39-3

1     煙 磁  器 瓶 日   色 鞭  楢 透明釉 琳―梅花 上絵付 肥前系 ? ニチュア製品 39-4

1    層
果褐色上層

旬 器 質 31 帝赤褐色 観  帷 来待釉

“

志名寿 ミニチュア製品

層 釘 器 端 反 形 黄 白 色 幌  姓 透明剤, ↑志名系 ミニチュア製品

層 陶  器 羽 釜 H・ 白 鞭   幡 布志名系 ニチュア喫品 39-7

1   層
早為缶土層

磁 瑞 反 形 白 概  櫨 透明釆I

m給
`失

Ⅲ
見込―語歌 笹 鮎 上絵付 意  束 39-3

1   層
黒褐色上層

磁 丸

小

白 雑  帷 透明釉 意   束

層 磁 丸 白 帷  機 釉

須

明透

具

外―菊花「密□」 染 付 塩   谷 刃西系の絵

“

Flこ よる染付

層 rth 川ヽ 白 鞭   幡 透明釉 外―草rL 染 付 塩   谷 39-11

1   層 磁  器 殊 韮 形 灰 白 t 観  鶴 呉 独 外―星IrF鉢 梁 付 塩   谷

1   思
9・t褐色 t層

磁  器 韮

瓶

白  t 悛   輯 呉 須 口ヽ縁―桧垣 染 付 塩

層 七 器 平 形 皿 精   色 鹿  強(右 )
氣部回転糸切

在 地 系

土  器 形  皿 崎  色 幡 (右 ) 在 地 系 J明皿、油煙痕-2ヶ 所

上  器 平 形  皿 橙   色 範 (右 : 在 地 系 F切皿、油煙痕-3ヶ 所

黒tE色 土歴

上  器 平 形 皿 構   色 帷(右 ) 在 地 界 丁明皿 灯明皿

1     尾 i 器 平 形 皿 橙   色 隆  帷 (右 ) 来待れ1 在 地 系 糊明]に 幻明附I

1     序 FfD 欝 平 形 皿 赤 褐 色 距  憾 (右 ) 来待釉 布志名系 ナ〕明皿 灯明IT

1     雇 穐 器 平 形 皿 赤 掲 色 龍 櫨(右 ) 米待III 布志名系 メ]明 皿 灯明皿

旬 器 平 形 皿 ４８
船

赤 褐 色 雑 (右 ) 透明釉 布志名系 灯朝皿

え 何 器 平 形 皿 黄 白 也 機

抑

戦

型

透明釉 貫入あり 布志名系

だ 何 器 1要 析 形 100 買 白 ヒ IFn  鶴 透明約1 40-ワ 3

れ 器 変 形 団 緑 灰 色 型  押 透明約1 外―菊花 腸刻菊花文様

翠樹色土燿

隊 器 丸 形 皿
(推 )
８‐
ｍ

笥  色 雌  幡 透明釉 大― 亀居 樹
壽スー不明

染 付 意   抹 見込―蛇の日釉景Iぎ

層 器 九 形 皿 白 色 鞭  鑢 釉

須

透

呉

ん―斜格子文
記込―格子支

染 付 意   来 見込―蛇の日利1剥 ぎ

層 磁  器 倫イヒ丸 形 雛  機 透明和1 見込―浜景 染 句 意   来

1   層
里携a■層

磁  器 偶    ワ
庁 形  m

鞭  ft 透明釉 見込 ―鯛 期lT陽亥J文様 Fi  谷 高台貼付

1   層
黒褐色上層

陶  器 用  萎 灰 l「j 軽 (右 ) 青緑釉 布芯名系 見込―ハ リ5ヶ 所

層 149 器 壺 川 誘 褐   色 磯  輯 (右 ) 来待刑1 布志名系 見込―ハ リ4ヶ 所

層 陶  器 ■ 川 器 赤 褐 色 擬  幅 (右 ) 鉄  釉 布志名系 見込―ハ リ3ヶ 所

箱 器 萱 用 蓋 赤 糊 色 範  轄 (右 ) 来待剤I 布志名系 見込―ハ リ5ヶ 所

句 器 登 用 益 乳 白 色 馳  憾 (右 ) 諺明rl 耳状犯手 布志名系 見込一ハ リ5ヶ 所

用 何 器 行 平 用 褐   色 雑   輯 釉

獅

泥白

金
14分け 布志名系 指頭圧痕 沈 線

句 器 行 平 用 赤 tVJ色 雌   輯 米待刑1 布志名系 天頂嬰―ハ リ4ヶ 1/

旬 器 イF 平 用
(Il )

赤 褐 色 観  鑢 来待釉 外―松竹梅 染 イ1 布志名弄

磁  器 碗 用 器 ‐８
船

白   色 韓  機 釉

須

明透

只

外―苅イと 上絵側 意   束 二重沈撤

1    層
黒褐也 上膨

lJ 器 筒 丸 形
斑

灰 白 色 醍  戦 透りJれI

色絵 (朱

青 白 綴

布志名系

1   層
黒褐色J:用

lrfJ 司え ,杉  伊

(llF)

7L ttI 観   憾 紙 踊I 布芯名系 兄込 ―ハ リ 4ヶ lr
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器  形 a(cm) b(cm)
Ik飾特徴 製作地

1   層 瑞 反 形 女 白 色 慨  鶴 白泥 Fli 見込―鮎

外―不明

■志名系 焼成不良

1   層
EP掲色土層

端 反 形 女 白 色 悦  嘘 釉

須

泥白

呉

布志名系

層 絢 端 反 形
(It) (Ill)

橙   色 戦   機 来待釉 布志 41J系 見込一ハ リ3ヶ 所

層 晦 平 形 続 淡 褐 色 慨  饉 来待釉 布志名系

1   層 陶 瑞 反 形 に 白 色 帷  強 透明釉 章入 布志名系

1   層
黒掲色上層

端 反 形 白 黄 色 戦  機 灰 釉 布志名系

掏 端 炭 形 乳 白 色 帷  機 透明釉 布志名系

層 陶 端 反 形 褐   色 慢   蝦 諺明釉 布志名系

1   層 半 球 形
碗

黄 白 色 幌  韓 透明釉 ―宝珠 コ花 員人 布志名系

1   層
黒43色 上層

半 球 形 灰 白 色 ICt  輯 縁 釉 布志名系

磁 丸 形 働 灰 白 色 幌  櫨 透明名I 外一二重網 肥 前 系 くらわんか碗

層 端 反 形 白  色 幌   輯 透FIB和|
染 lNl 意  凍

1   層 彪 端 反 形
VL

白   色 帷  強 透Fll釉 外一文  々lNl 意  束

1   層
黒褐色上層

磁 端 反 形 を1  色 幌  強 透明釉

:R 夕函
外一流水花
見込―「寿|

々 付 塩   谷

層 磁 瑞 反 形
(IR )

と1  色 鞭  轄 透明為1 外―富士 松景 塩  谷

層 端 反 形 ”
ｍ

自  色 報   幅 透明Tll 外―lll掛 船 染  付 塩   谷

l   lV
早 得 FrT■ 膚

磁 端 反 形 自  色 鸞   幅 透明約I 外―笹 雪輪 鳥
見スー不明

冬 付 塩   谷

1   層
黒褐色上用

磁 端 反 形 VI  韓 釉

須

明透

呉

外―梅イと散し た f↓ 塩   谷

層 磁 瑞 反 形 白  色 縦  櫨 透明釉 外―軍配 l・J 鷺 楽 f」 lt  谷

磁 瑞 反 形 自   色 雛   幅 透明釉 染 lNl l・   谷

1   層
黒褐色土層

磁  協 端 反 形
腕

自  色 機  構 釉

須

明透

貰

外―牡丹詰

内|]縁―雷文

染 円 塩  谷 競継ぎあり
高台裏―朱銘「□七十力」

層 磁  器 半 球 形 白   色 4・t  鵡 釉

密

明透

具

外―宝珠 吉祥字 染 刊 塩   谷

[   層 rel 器 瑞 反 形 白   ヒ 帷   輯 釉

須

明透

呉

外―松 鶴
見込―舟

染 付 塩   谷

1   層
黒褐色土層

磁  器 丸 形 輌 白   色 幌  輯 透明釉 外―桐

見込―娯状松竹和

染 付 塩   谷 切治以降 44-63

1   層
黒褐色 上層

磁  器 瑞  反 白   t 帷   轄 透明釉
ヨバ,レ Ⅲ

外―笹 ?

見込―不明

染 付 塩   谷 堀治以降

磁  路 瑞 反 形
=1  
色 機  構 透明釉 窄 円 塩   谷 男治以降

層 磁  器 瑞 反 形 自  色 機  輻 染 lNl 塩  谷 凋治以降

1   層
黒縄色上層

磁  轟 端 反
碗

に,   C 韓  描 透明れI

色絵

(米 ヨバル

ト緑他)

外―イと 上絵側 不   リ 明治以降

1   層
黒褐色土層

磁  器 端 反 形
碗

白  色 擬  機 透明踊

`色絵

(朱 コバル

ト緑41)

外―イビ

見込―不明

ヒ絵刊 不  リ 月治以降

1   膨
黒掲tr i庸

rlJ 器 海

士

吹   色 帷   輯 灰  釉 F志名系

1   層 胸  器 Л司  丸  '形 茶 樹 帷  幡 来待釉 τ志名舜

陶 路 括 橙 慨  帷 来待Tll 争志名弄

1   層
単掲■+脳

陶  器 形

利

一月

徳

終

畑

淡茶栂セ 憮  II_ 透明釉 外―「□褐J ■志名系

1   層
黒褐色 L屑

陶  器 形

利

一月

使

撫

削

灰女褐之 鞭  轄 鉄 Fn 布志名孫

1   層 陶  器 算 盤 形 橙 雛  幡 来待釉 4志名系

l・  器 形

題

算

■

栂   色 雛   幡 来待れ

'

布志名系

同
中
同■線

竹 器 形

籠

盤“
オ
■

lFl 鞭   輯 来待釉 布志名系

1   層
熙褐色上屑

勺 器 形

瓶

丸

土 (推 )
‐０９
的

灰 嘘  輯 為

れ

雛

灰

鉄

イ

鉄 給 布志名界

1   月 ■  器 第 盤 形
土   )lll

貢 白 帷   帷 透明釉 石   見

1    層
黒tti色 上用

磁  器 段 と1   色 慨  帷 釉

須

明透

具

外―六角形 染 ド 塩   谷

1    層
黒樹色上屑

鴨I 器 ltt llt  ,杉
鉢

女 白 色 概  盤 透り]利1

白化粧土

鉄釉

外―笹 布志名系

tl褐 色土円

旬 器 Jミ 縁 形 ‖江 灰 得 色 嘘  輯 長石れ

“
紙 糀I

流 し掛 1) 布志名坪

η 希 F稼浅丸形 赤 rLJ色 税  幡 来待FII 布志 名系
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出 ilr位 材 Ti 器   形 l(cm) 共飾lf徴 製作地

L 朴 肝縁,大メし,レ 栓  t M  帖 1同 .l「―ナデ 在 地 系

1     年 胴

刻

ftl  色 Tt  雌 来作れ, 沈 撤 狗:ナ世 界 見込―ハリlヶ,折

1     肝
rr欄

“

「 ″

■ Fr 外耳丸底形 褐   色 戦  1旺 rF)と デR

黒褐色 I牌

磁 冊 愉 イヒ 形
11l   Ⅲl

に1  色 W  帳 透り]れ, 児込一環状松竹IIJ 染 付 塩   谷 見込一環状松竹極

器 輪 花 形 〔I   也 戦  雌 透明れ

“

染 付 胤   谷 見込―水草
内一水単 tt

北側 1区上出土遺物
4/t刊  �I業 文  様

1   用
黒褐也上屑

陶  器 受 Wl付 皿
(1■ )

笠   亡 礎  削証(イ〒) 来待れ1 布志名系 灯明皿

1   脳 防  器 すっぼん「 形 登   ヒ 帷   鑢 塗  ■ 布志名系

1    居 土 器 ヒ 綸 隆   亡 戦  幡 外―J‖ きの核ケズリ

山一
'口

者の修ナデ

在 地 ヌ

1    層 土  器 橙   色 概   強 外―ケズリ
INI― Πpき の拷ナデ

/1地 系

黒褐色I屑

上  件 ヒ 輪 俺   色 職   櫨 在 地 系

1    層 土  器 ヒ 螂 淡橙鵜色 朝  軸 可ほナデ 在 地 系

2     痒 何 襦 植 木 鉢 生 地 孫

2   賠
鶴 k十 屠

平 形 皿 在 地 舜 灯明皿

層

屑色

２

褐

陶  器 平 形 皿

`雑

)

在 地 系

北側 1区上加工段出土遺物
胎  I 成   形 市図番号‖ヨ版番

=1   唇
陪褐打「 痛

磁  器 平 臼  色 Vt  轄 釉

奈

朝透

呉

染 付 在 地 系

Л音棚色 i属

土 器 平 形 I阻 褐   ヒ

“

底 (右 , 在 地 系 J明皿

■  器 平 形 皿 褐   窪 強 (右 ) 在 地 系 kl ttEL

上  器 平 州芳 II ５４
″

橙  色 観  憾 在 地 系 Il'杉 ヨln

Ji 器 円 盤 形 ml 橙   色 fVL  強 在 地 系 円盤形日皿

北側 1区下出土遺物
器  形 製作地 備 考 手図番号に剛rt番二

娼 何 器 人 形 橙   色 手づくね 来待Tl 布志 名系 布袋朴1

1   層
にFE・ 雀十1V●

陶  器 殊 整 形 色 Ijl  帷 来待刑〕 布志名孫「ペコカン徳利Jのミニチュア

1   層 陶  器 辣 韮 )レ 幅 (古 ) 米衛れI 布志名系

層 磁  器 形

杯

平

小

ЁI   Fl 脱  輯 (右 ) 透〕引利1 塩   谷

磁  器 :「     ,レ 白   色 IIJt 帖 (イj)

底部同ほ糸tTl

透明rl i 意   宋

虚  器 丸 臼   色 瑠莞 櫨 (イ「) 透明釉
典 須

外―少 染 付

黒褐色■屑

磁  器 反瑞

′Ｉ、

白   色 離  帳 (右 ) 透明Tl, 外―,H線 文 染 日 〕寵  谷

屈 土  器 平  形 ８４
帥

褐   色 離  幅 (右 ) 透明和 在 地 系 ナ〕明Шl

lu :F 形 lШ 嗜赤褐色 韓  強(右 ) 米待れ, 布志名系 ナ〕明皿

1   層
翠需

“

「 日

陶 平 形 皿 赤 褐 色 椒単(イi) 来待剤, 布志名系 灯Jfl皿

1   層
猟褐ヒ■M

旬 器 受 ШI tt Шl Tに (有 ) 来待rl i 布志 名系 灯明!Ш

層 駒  器 角 形 旧1 炎 白 型  ll 透明利1 煮   束

屈 I眩  イ tt 形 皿1 白 V.  輔 透明れれ
チ1  タロ

見込―不り] 染 lNl It  谷 見込―Ftの 口I‐ 1イIぎ

1   将
黒褐

“

■用

磁  器 菱 形 皿 向 型  押 透り]rl i 見込―主珠 巻物
不明

塩  谷

1    屑
‖褐色土屈

磁  器 丸 形 In 白   色 雌   帽 釉

須

透

共

外―雲

内―雲

身佳 卜1 紅  谷

翠1日 色J

磁  洛 丸 形 II 白   色 W  強 透り1利 I 見込―花 梁 円

“

  浴 高台凹形

1     圧 狗 器 随 川 驚 白   色 Itt  幡 釉

須

明透

呉

外―鳥 阜イと 梁 村 安市写 し?

ド 磁  希 鹿 用 碁 白  色 慨  輯 透明剤1 意   来

無ttl色 土将

弦 協 碗 用 器 白  色 雛  櫨 透明粕I

呉 痴
外―唐■ 浜景
見込―rkI状 松竹梅

染 側 流   谷

l   17v
黒褐 ■ に膨

器 瑞 反 形 白   色 II  強 透明れ,

呉 須
外―草花 うさぎ
見込一環状松竹極

意   来

1   層
黒褐色上用

薩  器 丸 形 眈 ≡i  ti 靱   機 透明苅

“

外―桐 染 付 意   束 兄込―蛇の日釉剤 ぎ
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出上層位 材 獲 備 考 帝図番掲

1    層 磁  器 丸 形 Vt 自   色 盤  軽 透FH釉 外―桜 ? 染  付 蹴  谷

酒 眩  器 輪花瑞反形 白  色 穣

押

縦

即

釉

須

明透

呉

内一人卦 波済
見込―山水支

染 I↓ 駐  谷 高台豪―銘 1語」

1   増 磁  器 丸 形 皿
(推 ) (推 )

白  色 親  櫨 透明釉 内一矢羽根 梁  仕 旧 前 牙 苺台裏―銘「大切成化年

黒褐色上層

確  器 丸 形 皿 ２０８
ｍ
・２８
的

自  色 鞭  軽 悧

須

建

呉

外―唐革

内―笹 人物
外一縦

梁  lNl 暇 前 ―ハ リ3ヶ 所

石製品 硯 自  色

北側 1区下土器溜出土遺物
装飾特徴 製作地 備 考

層 上  器 掲 手づくね 在 地 系 60-1

I   層 tJ 器 平 形 皿 ８２
ｍ

澄 鞭  幡 来待釉 :,亥 1(父1?) γ志名弄 灯明皿

FfJ 
器 平 形 ul 88 橙 班  鵡 (右 ) 来待釉 布志名系 灯明皿 60-3

何 器 平  形  lu[ 69 黄 白 4r  機 透明釉 見込―F「花 ■志名牙

1     煙 旬 器 平 形 皿 黄 白 韓

抑

競

型

透明釉 見込―F「花
(れ 桜 t珠 )

布志名舜 買入

１

ロ

7fJ 
器 平 形 皿 責 白 盤  憾 透明釉 見込―即花 (lfJ

“

志名弄

FfJ 
器 平 形 皿 受 自 雛  幅 透FJl刑 1 見込―F「花 布志名舜

層 η 器 平 形  lul 妻 白 競  韓 透明れ

“

布志名好 貫人

1     に 腺 切 灰 栂 t 軸

加

概

刑

透り]刑1 布志名好

1   層
熙 色 土層

鴨 切

方 )レ  皿
灰 白 帷

押

崚

型

釉

絵

釉

明透

鉄

緑

内一菊花 鉄絵 掛け分イナ T志名牙 三ね競き戻あり
駐部写 じ

層 41JF 形  皿1
(llF) (Ill)

丈 1ヨ 帷

加

親

和

釉

絵

明透

鉄

内―不IIR 鉄  絵 Fl志 名野 氏部凹形

層

同

１

軍

六 角 形
JDt

焼  帷 透明れI

“

志名汗 見込―ハリ4ヶ所

1   用
梨 色 上 層

JtFt折 瑞 反,レ 灰 自 W  帷 透明れ

“

内一不明 鉄 絵 rl志 名舜

駿折瑞反形 責 白 雌  帷 透Hrl利 1 布志名弄

層 腰析珊反形 赤 褐 帷

加

幌

洵

彦明約1

士 剤1
内一不明 掛け流 じ ■志名野

黒

“

牌

用

腰析瑞反形

皿

灰 白 慨  帳 和

締

明透

針

内一不明 鉄  絵
『
志名系

1   膨
黒 色 土 肥

腰折瑞反形 A白 憮   強 釉

維

明透

鉄

内一中 鉄  維 れ,志 /F系

陶 映折瑞反形 瞥赤褐ヒ 輯  帷 緑 剤, れ,志 /r系 底謝
'Wi形

1   層
黒 色 上 用

陶 変 形 m 白 輯

押

粧

型

釉

須

明透

呉

外―折枝松崩し

内一列点 格子
縮  谷

稜 櫨

加

慨

畑

透all釉 ,と込―円クJ「帝J 盈  谷

1   層
黒 色 Jと 婿

jfJ

上 瓶 Π

継 (推 )

褐 慨   戦 透明粕

“鉄 絵

布志名系

1   層
黒 色 上 層

4J 上 瓶
蓋

天 自 lut 幅 釉

絵

明透

鉄

布志名孫

■  用
( ll)

Щ  鑢 透al踊 I 石   見 つまみ部分一亀

膨
中
膨

１

距

rjfJ ■  用 範  帷 (右 | 釉

酎前

白

引

布志名ヌ つまみ者[分 一不明 39-4

l   ryJ
黒 色 上 膳

磁 碗  用 概   鑢 釉

須

明透

ミ

外―棗 塩   谷 62-25

1   層
黒 色 上 層

磁 碗  用
(推 )

軸   帷 釉

須

明透

呉

外― ?

内口縁―雷文

塩  谷

1   層
黒 色 上 FVr

磁 腕  用 雑  櫨 釉

須

明透

呉

外一鹿 滝 野原
高台裏― ?

塩   谷

1   層
黒 色 上 層

薩 硫  用 報   機 猛   谷 I明 治以降

層 土 火 消 じ 義 15S 構 輯   雑 在 地 系

層 薩  器 段 構  輯 釉

須

明透

呉

外―青海波紋 花弁 染 付 な 束 ?

層

扇ヨ

１

軍

薩  器 段 重 軽  韓 釉

猫

明透

阜

梁  付 煮 栞 ?

32 1   層
黒 色 上 層

磁 段 重 軽   韓 透明釉 外―折枝桜 染 付 塩  谷

陶 喘反簡丸T 灰 鞭  強 透明釉 染 付 布志名系 64-33

層 瑞 反 ル 白 韓  輯 遊朝釉 外一鳥 梅花 梁  付 塩   谷

1   層
黒 色 土 用

磁  裾 筒 丸 丼
をヽ    44

轍  軽 透明榊 外一祈鶏 染 lNl 塩   谷 64-35 40-3

1   層
黒 色 土 層

醒 PFi 反

碗

60 白 機  転 釉

須

明透

兵

外一唐草 山
見込―梨状松竹初

染  付 塩  谷 64-36 40-4
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隠
”

層傷

１

里

磁  器 常 反 形 擬  轄 透明釉 見込一環状松竹梅 染 付 塩   谷 明治以降

磁  器 端 反 形 白  色 機   鵜 釉

須

明透

呉

外―車輪 花
見込―不明

染 付 不   明 焼成不良 64-38

1   に
黒 色 上 嬉

磁  洛 瑞 反 形
碗

自   亡 韓   幡
色絵

(朱  灰

上絵付 不  明 64-39

匂 器 腰 折 形 黄 白 と 盤  櫨 透明釉 掛け分け 楽   山

旬 器 半 球 形 褐   色 機   幅 透明釉 掛け分イナ 布志名系 釉が焼成の際 気泡となっ

処 旬 器 肝縁端反形 淡 橙 色 戦  幡 透明和 掛け分け 布志名系 口唇部が波状

雇 走 赤 褐 色 戦  楢 米待釉 布志名系

形

再

釜茶

キ

淡 橙 色 戦  櫨 釉

肇

明透

″

外一樹木 布志名系

擢 形

Ｈ

釜茶

■

灰 白 色 軽  転 釉

絵

明透

鉄

石   見

擢 何 吋  色 報   熊 自濁和 不   明 冊入品 ?

擢 釘 器 折縁 丸 形 茶 掲 色 髄  催 釉

絡

灰

鉄

掛 tナ分け 楽   山

1   層
黒 色 土層

陸 器 喘 反 形
皿
２８２
ｍ
・６３
ｍ

名  色 lJt  帷 透明釉 勺―海浜 内山 塩   谷

層 狗  器 肩 張 形 音赤褐色 睦  幡 来待釉 布志名系

憎 肩 張 形 七茶褐色 韓  薩 米待釉 布志名系

北側 2区下 SK―出土遺物
出土層位 材 質 器   形 】(C田 )
1   層 陶  器 揺    割 淡赤褐雀 機  輯 塗 土 布志名系

北側 2区上出土遺物

石  器 スクレイパー ９６
⑭
５．
の

乳 白 色

1    月 土  器 平 形 皿 淡 褐 色 鞭  櫨 (右 )
底部回転糸切

在 地 系

1     甚 丸 形 皿 氏 白 色 機

節

韓

刑

透明和 布志名系 見込― り 3 /所

1     燿 八 角 形 皿 民 白 色 幅

抑

観

烈

和

釉

明透

鉄

絵

エ

布志名環

1   層
黒褐色■屑

陶 路 人 角 形 皿 ・３４
ｍ
９５
的

女 白 色 幅

押

鞭

型

釉

勧

明協
“
筆

見込―花撃 絵

入
“

志名系蛇の日「 R形 高台

1    日 陶  路 片 Iヨ  鉢 子し白 色 統  lt(右) 透明釉 百   見

1     擢 旬  語 暗赤褐ヒ 隻  撻 (右 ) 大 和 ケヽロ 布志名系

1   層 磁  器 聖 重 用 白   t 魂  櫨 (右 ) 透明釉 吉祥字 意   来

1   層 磁  器 丸 形 l ll 白   色 寵  穂 (右 釉

須

明透

呉

見込―不明 染 付 見込―蛇の目釉剥ぎ

1    層 磁  路 R   切 白   ヒ 櫨

れ

帷

剤

釉

須

明透

呉

見込―花弁

内口縁―斜格子文

染 日 塩   谷

北側 2区上土器溜出土遺物

1   屠
黒 色 上 脳

陶 器 釜   番 淡 燈 て 手づくね 透明釉 在 地 弄 ミニチェア製品

1   影 陶  器 刻ヽ    lT 黄 自 色 手づくね 緑 釉 在 地 系 ミニチェア製品

1   た
/11 
器 湯 飲 み 腕 褐   t 競   輻 緑  釉 布志名系

磁  器 仏 飯 器 白  ヒ 襲  轄 釉

須

明透

呉

塩   谷

磁  器 影
″
豚

平

ホ

31 白  色 雛  輔 釉

須

明透

Ｒ

外―草 ?

磁  器 形

▼

自   色 鞭   軽 釉

須

明透

呉

塩   谷 75-6

t     嬉 反端

′―、

自   色 雛   機 透明釉 外―笹 塩   谷

旬 器 受 皿 付 皿 Fi赤褐色 麗  雑(有 ) 来待釉 布志名弄

1     厘 受 皿1句 皿 時赤褐色 寵  機(右 ) 来待れ1 布志名系 ∬明ll

1     ″ 盟 器 稜    皿 自   色 報   穏 釉

妬

明透

Ｅ

外―獅子 塩   谷 磁部凹形

1     に 皿 匂   色 鞭   韓 釉

須

明透

呉

見込 ― ? 嬬   谷

黒 色 ■ に

舷 器 皿 ８０
ｍ

釘  色 雑   撞 釉

須

明務
事
氏

見込―草 ? 猛   谷

1     尾 徹 器 上 川 用 淡 褐 色 戦  機 灰 釉 布志名系

1   序
黒 色 上 層

桁  器 土 疵 用
蓋

縄   色 観   幡 利
釉

絵

朔鸞
灰

鉄

外―不i凋 布志名系
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1   層
黒 色 土 層

土 瓶 用
蓋

灰 自 色 戦  穂 透明釉 外― ?

見込一環状松竹梅

布志名系

1   層
黒 色 土 層

壷 用 爵 吹 褐 色 鞭     軽  (右 ,

底部回転糸,
透明和 外― ?

見込―環状松竹梅

布志名系

1   層
黒 色 土層

行 平 用
蓋

赤 褐 色 輔  輯 栖

須

明避

具

外―不明

見込―山松

内口縁― ?

布志名系

18 層 蒐 用 蓋 自  色 輔  軽 釉

猶

明透

鼻

la  る

1     に 端 反 形 自   色 輔  軽 釉

須

明彦

呉

塩   谷

1     雇 端 反 形 白  色 韓  鑢 釉

容

明透

旦

塩   谷 76-20 44-6

(推 )

白  色 強

押

輯

型

釉

須

明透

呉

塩   谷 76-21

1     擢 壺 橙   色 雑  軽 (右 ) 塗 ■ 市志名孫

1     に 磁 壷 自   色 観  軽 和

密

明蓬

ミ

塩   谷 76-23

1     膳 石 砥 石 凝 灰 岩

石製品 硯 流紋岩質

凝 灰 岩

北側 3区出土遺物

1   層 石  器 硯 ７６
い
５５
い

暗茶褐窪 凝灰岩質

貰  岩

黒褐色上層

旬 器 平 形 皿 暗赤褐色 韓  櫨 来待釉 布志名系 ∬明皿 79-2

3 1   層 旬 器 上 瓶 肝 暗赤褐t 機  磯 緑  釉 布志名系

層
“
層召務

１

里

旬 器 瑞 反 形 「音赤褐色 雛  櫨 灰 釉 ■志名昇

層 町 器 rl 丸 形 黄 自 色 鸞  轄 釉
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東側調査区 SD-02完掘状況 (北側から) SD-01:記掘】犬況 (耳ヒイ則から)
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SK-01 完掘状況 (西恨1か ら)
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完掘状況 (北狽1か ら)

SX-01完掘状況 (東狽1か ら)
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完掘状況 (南西根1か ら)
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東側調査区 1号墓調査前全体 (西恨1か ら)

1号墓SK-01完掘状況



4号墓調査前全体 (南側から)

図版6

111ゞ脊
ヽ
  歯 輩 '

||ヽ|
言
―

一
一柱
、

ムギ
ヽ
一、　
】́一一

ｉ
輩
一一一一一一学

4号墓SK-03完掘状況
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東側調査区 SK-02完掘状況 SK-04完掘】犬況

SX-01完掘状況
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東側調査区

SX-02完掘状況

SD-01完掘状況

SX-02・ SD-01
完掘状況



北側調査 1区

SK-05完掘状況

SK-07完掘】犬況

SK-03完掘】犬況
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完掘状況 (西側から)
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北側調査 2区

SK-12完掘状況

SK-13完掘状況
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SX-07完掘状況
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完掘状況 (東恨1か ら)
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頂上部調査区 (東側)

調査前 (東側から)

調査前 (北東側から)

調査前 (西側から)
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頂上部調査区

SK-15完掘状況

SK-16完掘状況

SK-17完掘状況
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頂上部調査区

SX-10土層断面図 (1)

SX-lo土層断面図 (2)

SX-10土層断面図 (3)



■撤
=rⅢ
 Ⅲ    I

瓶
　
ヽ

図版16

線
士:ルI転考

頂上部調査区 SX-10完掘状況 (1)(南東側から)

f十 1

義 就
=||王をlil>

,■二er・ ‐|
.́ =― i,|ン



図版17

出土遺物
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T-1 出土遺物 (1)
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T-1 出土遺物 (2)
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1号墓・ 2号墓・ 4号墓出土遺物
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3号墓 出土遺物 (1)
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3号墓 出土遺物 (2)
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3号墓 出土遺物 (3)
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3号墓 出土遺物 (4)
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3号墓 出土遺物 (5)
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墓域周辺出土遺物 (1)
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墓域周辺出土遺物 (2)
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墓域周辺出土遺物 (3)
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墓域周辺出土遺物 (4)
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墓域周辺出土遺物 (5)
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墓域周辺出土遺物 (6)
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墓域周辺出土遺物 (7)
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墓域周辺出土遺物 (8)



図版34

北側調査 1区上 SX-06(カロエ段)出土遺物
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北側調査 1区下 出土遺物 (1)
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北側調査 1区下 出土遺物 (2)
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北側調査 1区下 出土遺物 (3)
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北側調査 1区下 SX-03(土器溜)出土遺物 (1)
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SX-03(土器溜)出土遺物 (2)



図版40

SX-03(土器溜)出土遺物 (3)



図版41

SX-03(土器溜)出土遺物 (4)
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北側調査 2区上 出土遺物
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北側調査 2区上 土器溜出土遺物 (1)
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土器溜出土遺物 (2)
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北倒調査 3区 出土遺物
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頂上部調査区出土遺物・古銭
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